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本書は、財団法人 山形県埋蔵文化財セ ンターが発掘調査 し

た、沼向遺跡の調査成果をま とめたものです。

沼向遺跡は、山形県のほぼ中央部 に位置する西村 山郡朝 日

町にあ ります。朝 日町は西 に磐梯朝 日国立公 園の一部を成す

朝 日連峰が連な り、中央を山形県の母なる川 ・最上川が流れ

る自然豊かな りんごの町です。

この度、平成12年 度国道287号 道路改築事業に伴い、工事

に先立って沼向遺跡の発掘調査を実施 しま した。

調査では、縄文時代早～前期を主 とした陥穴、土坑、ピッ

ト群、低湿地な どが検 出され、当時の生活 を物語 る貴重な資

料を得 る事ができま した。

近年、高速 自動車道やバイパス、農業基盤整備事業など国

県等の事業が増加 していますが。 これに伴い、事業区域内で

発掘調査を必要 とす る遺跡が増加の傾 向にあ ります。 これ ら

の埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造 し、育んできた

貴重な国民的財産 といえます。 この祖先か ら伝え られた文化

財を大切に保護す るとともに、祖先の足跡 を学び、子孫へ と

伝えてい くことが、わた したちの重要な責務 と考えます。そ

の意味で、本書が文化財保護活動の啓発 ・普及、学術研究、

教育活動などの一助 となれば幸いです。

最後 にな りま したが調査 において御協力いただいた関係各

位 に心か ら感謝申し上げます。

平成14年3月

財団法人 山形県埋蔵文化財セ ンター

理事長 木 村 宰
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本書は平成12年 度国道287号 道路改築事業に係 る 「沼向遺跡」の発掘調査報告書である。

調査は山形県土木部の委託によ り財団法人 山形県埋蔵文化財セ ンターが実施 した。

調査要項は下記の通 りである。

遺 跡 名

所 在 地

調 査 主 体

受 託 期 間

現 地 調 査

調査担当者

沼 向遺跡(CAHNM)遺 跡 番 号530

山形 県西村 山郡朝 日町大字 和合字 沼 向

財 団法人 山形 県埋蔵 文化財 セ ンター

平成12年4.月1日 ～平成13年3.月31日

平成12年9月11日 ～平成12年12月8日

調査第二課長

主任調査研究員

調査研究員

副 調 査 員

形

藤

松

柳

尾

伊

植

高

與典

邦弘

暁彦(調 査主任)

健一

4発 掘調査及び本書を作成す るにあた り、 山形県寒河江建設事務所道路計画課、朝 日町教育

委員会、西村山教育事務所等の関係諸機 関の協力を得た。また発掘調査にあたって、遺跡 の

微地形 については、阿子島 功氏(山 形大学)、 陥穴に係 る動物生体については伊藤健雄氏

(元山形大学)か らご指導を賜った。 ここに記 して感謝 申し上げる。

5本 書の作成 ・執筆は、植松暁彦 ・高柳健一が担当 した。編集 は須賀井新人 ・菅原哲文 ・豊

野潤子が担当し、全体については尾形輿典が監修 した。

6委 託業務は下記の通 りである。

遺構の写真測量 ・実測 アジア航測株式会社

遺物の写真実測 株式会社アルカ

資料の理化学分析 パ リノ ・サー ヴェイ株式会社

7出 土遺物 ・調査記録類 については、財 団法人山形県埋蔵文化財センターが一括保管 してい

る。



凡 例

1本 書 で使 用 した遺構 ・遺物 の分類記 号 は次 の通 りで あ る。

SK陥 穴 ・土坑SPピ ッ トSG低 湿 地SX性 格不 明の遺構

RP土 器RQ石 器P土 器S石

2遺 構番 号 は、現地調 査段 階での番 号 をそ のま ま報 告書 の番 号 と して踏襲 した。

3報 告 書執筆基 準 は下記の通 りで あ る。

(1)遺 跡 概要 図 ・遺構 配置 図 ・遺構 実測 図 中の方位 は磁 北 を示 して い る。

(2)グ リッ ドの南北 軸 は、N-410-Eを 測 る。

(3)遺 構 実測 図は1/40～1/400他 の縮 図で採録 し、各 々ス ケール を付 した。 なお、 実測

図中の黒ベ タは土器 、 白抜 き石器 ・石 を表す。

(4)遺 物 実測 図 ・拓影 図は、原則 的 に1/1、1/2、1/3で 採 録 し、各 々ス ケール を付

した。

(5)遺 物観 察表 中の計測値 欄 は現 存値 を示 す。()は 残 存値 で あ る。 出土地 点欄 の層位

では 「F」 は遺 構覆 土 内 出土、 「Y」 は遺構底 面 出 土 を各示 し、 ローマ数 字 「1～ 皿」

等 は遺構 を覆 う土層(基 本 層序)を 表 してい る。

(6)遺 物 図版 につ いて は、任 意 の縮 尺 とした。

(7)遺 物番 号は、遺 物実測 図 を基 に遺物観 察表 ・遺物 図版 ともに共通 した もので あ る。 遺

構挿 図 中に図示 してい る遺 物 も同様 であ る。

(8)遺 構 覆 土の色調 の記載 につ いては、1987年 度農 林水産省 農林 水産技術 会議i事務局 監修

の 「新版標 準土色 帳」 に拠 った。
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調査の経緯

1調 査 の 経 緯

1調 査に至る経過

沼向遺跡は朝 日町北部の和合地区の集落の南東に位置 し、最上川の河岸段丘上の宅地や果樹

地帯に立地する。周辺には旧石器時代の学史的に著名な大隅遺跡や、平成9年 度に発掘調査が

実施 された縄文時代中期の八ツ 目久保遺跡 が位置 し、遺跡の多い地域 として知 られてい る。

今回の発掘調査は、国道287号 道路改築事業に伴 って実施 されたものである。

本遺跡は昭和53年 「山形県遺跡地図」作成の際に存在が確認 され、縄文時代後期の遺跡(県

遺跡番号530)と して登録 された。本調査 に先立ち平成11年6月 に山形県教育委員会文化財課

による路線 区内の試掘調査が行われた。

試掘調査では、現況の宅地などにより限 られた範囲の中で、土坑や溝跡な どの遺構や石器片

などの遺物が検出 された。その結果、沼向遺跡は南北約200m、 東西150m以 上の分布範囲を呈

す る縄文時代の遺跡である事を推定 された。

調査結果 をもとに関係機 関による協議が行われた結果、国道287号 道路改築事業区内につい

て緊急発掘調査を実施 して記録保存を図ることにな り、財団法人山形県埋蔵文化財センターが

県の委託を受けて沼向遺跡の発掘調査を実施す ることになったものである。

2調 査 の方法 と経過

発 掘調査 は、 平成12年9月11日 か ら12.月8日 まで の期 間 で実施 した。 調査 区は遺跡 範 囲の東

端 部 にあた り、調 査面積 は国道287号 道路 改築事業 に係 る6,600㎡ であ る。

9月11日 に発掘器 材 の搬 入 、鍬 入れ 式 を行 う。 調査 区は町道 、私道 に分 断 され るた め調 査 の

便 宜上 、A～1区 とした。 遺構検 出面 の深 さ等 を確認 す るた めに試掘 を行 い、重機 を用 いて表

土を除去 し、南側 よ り面整 理 を行 った。

調 査 区を覆 う座標 は 、調 査 区 の中央 を走 る国道287号 道 路改 築事 業 の建 設 予定道 路 内 のセ ン

ター用測 量杭(No.104・105)を 結 ぶ ライ ンを南 北軸 の基準 と し、それ と直交 す る線 を東西 軸 と

した。 これ を起 点 として5m四 方の方 眼(グ リッ ド)を 設定 した。東 西軸 は西 か ら東 にA～1

まで、南 北軸 は南 か ら北 に0～44ま で付番 して 「A-1」 の よ うに表 記 した。 方 眼の南 北軸 は

N-410-Eを 測 る。

調 査 は表 土 除去 終了後 南側 か ら開始 し、面整 理 を繰 り返 しな が ら遺構 検 出 ・マ ー キング ・遺

構 登録 ・遺 構精査 を行 った。遺構 の精査 に合 わせ、遺構 の平 面 図 ・断面 図の作成 ・遺物 の検 出

お よび登録 、写真 撮影 、土層注記 等記録 作業 、遺物取 り上 げ等 を行 った。

その後 、1■月15日 に空撮 によ る写真測 量 を行 い、1■月17日 に は関係者 を含 め多数 の市 民の参

加(108名)を 得て現 地説 明会 を開催 した。

更 に、上記 の調 査 の中で私道 の一部 に縄文 時代 の遺構 延び る可能性 が推 定 され たた め、11月

22日 よ りA・B区 、C・D区 間の私道部 分 の追加 調査 を実施 し、遺構 の検 出、精査 、記録 作業

等 を行 った。

最 終 的に12月8日 、現 地事務所 の撤収 を行 って、現 場 にお ける調査 を終 了 した。

一1一



調査の経緯

1沼 向遺跡(縄 文早～前 ・後期)2釜 山遺跡(縄 文早 ・前期)3大 隅遺跡(旧 石器)

4川 前遺跡(縄 文 中期)5岩 坂遺跡(縄 文晩期)6小 笹遺跡(縄 文 ・弥生)

7八 ッ目久保遺跡(縄 文中期)

第1図 遺跡位 置 図(S=1:12.5α),国 土地 理院発行2万5千 分 の1地 形 図 「宮宿 」 を使 用)
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遺跡の立地と環境

ll遺 跡 の 立 地 と環 境

1地 理的環境

沼向遺跡は、朝 日町の中心、宮宿 より最上川に沿って北東へ約4km下 った朝 日町大字和合字

沼向に所在する。遺跡範囲は和合地区南西部を含み、現国道287号 か らその東側約500mの 問の

宅地や果樹畑、水 田に広がる。

地形的には最上川右岸の河岸段丘上に位置す る。 この付近は最上川の侵食 と隆起の相互作用

によって 「五百川渓谷」 と称 され る深い河谷 となってお り、和合平以下数段の河岸段丘 となっ

ている。沼向遺跡が位置する河岸段丘面は、低い方の段丘面であ り、下から上へ数 えて3段 面

である。標高は約150mを 測 り、最上川 の河床 よ り約15～20m高 い。

本遺跡の範囲や様相は、調査区が限定 されているので全体に明らかでないが、遺跡 の立地す

る部分はやや小高 く、遺跡東～北側は、丘陵等か らの沢水で深い沼沢(低 湿地)と なっている。

遺跡南側 には標高約190mの 丘陵があ り遺跡 を画す る。なお、この丘陵は一部東側 を谷で分断

され るが、低湿地の東側の丘陵と一連のものである。

低湿地は約幅30～50mの 幅で、北に向かって幅が広 くなっている。低湿地の南端には現在 も

「竜神池」 と地元民に称 される沼地がある。

遺跡 の西側は、宿集落が概ね同 じ標高上にある事により、更に宿集落内に広がるものと推定

され、宿集落の西側 の段丘崖によって画 されているのであろ う。

本地域は、今調査で確認 された縄文時代早期末～前期前葉 ・同晩期の遺物や遺構、同地 区内

で確認 されてい る川前遺跡(縄 文時代中期)等 か ら、長期間に渡 り断続的に集落が営まれた と

考え られ る。

2歴 史的環境

沼向遺跡周辺には最上川やその支流等 によって形成 された河岸段丘に遺跡が分布 し、概 して

旧石器 時代か ら縄文時代の遺跡が多 く点在す る。

旧石器時代では大隅遺跡が、昭和20年 代に群馬県笠懸町岩宿遺跡に先駆けて国内旧石器時代

の存在 を示唆 した遺跡 として学史的に著名 で、近年その再評価が試み られている。

縄文時代では早～前期の釜山遺跡、中期の八ツ 目久保遺跡 ・上ノ原遺跡 ・上ノ台遺跡 ・川前

遺跡、晩期の上川原 山の神遺跡 ・ウシガシ遺跡 ・岩坂遺跡等が存在 し、ほぼ最上川 に近接する

河岸段丘上に立地する。

近年 、八ツ目久保遺跡が県埋蔵文化財センターにより緊急発掘調査 を実施 され、縄文時代中

期後～末葉の竪穴住居や土坑を主 とした集落跡や陥穴群が検出 された。竪穴住居か らは馬蹄形

石組み炉や複式炉が確認 され、竪穴住居の周辺か らは断面形がフラスコ状を呈す る土坑が発見

された。他 に土器埋設遺構や配石遺構、土器捨場(遺 物包含層)も 検 出された。特記事項 とし

て、最上川 に沿って陥穴が帯状 に連続的に配置 され る陥穴群が4群 以上確認 され、最長で120m

以上を測 る。出土遺物が少 ないため、報文では縄文時代の範晴 として留めている。

また、縄文時代晩期後葉の上川原山の神遺跡が平成10年 度に県営圃場整備事業に伴い教育庁

文化財課により、新規発見、一部水路部分が調査が され、径約30cmの 木柱痕が25本 確認 され、

大型の建物跡や拠点的集落等が推測 された。
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遺跡の概観

皿 遺 跡 の 概 観

1調 査区と層序

今 回の沼 向遺跡 の調査 区は、最上川 の現河床

か ら約15～20m高 い河岸 段丘 面上 にあって、西

側 の微 高地か ら東側の低湿地 にか けてゆ るく傾

斜 してい る部分にあたる。

その 中で も調 査 区西半(A～F区)は 、南側

の丘 に接 してお り、丘陵裾部 とそれ に連 なる緩

斜面にあたる。

この緩斜面は南か ら北へ緩や かに下 り、標高

は最 も高 い部分(A区 南端)で 約157mを 測 り、最 も低 いF区 との高 さの差 は約6mで ある。

調 査 区東 半(G～1区)は 、低 湿地 で、東西 幅約30～50rnの 水 田や 沼地 とな ってい る。

G区 の トレンチで は、 旧水 田面か ら約2.5m以 下 まで低 湿地 の軟 弱 な堆積 土 で あ り、泥炭 層

を主 とし、 中位 に暗褐色砂 層 を挟 ん でい る。

調 査 区 の基 本層 序 は1～IV層 に大別 され 、1層 が黒褐 色粘 質 シル ト層(表 土)、II層 が 暗褐

色粘 質 シル ト層(宅 地等 の整地層)、 皿暗褐 色粘質 シル ト(包 含層)、IV層 が にぶ い黄褐色微 砂

層(地 山層)で あ る。 皿層 下部 か ら遺物 が認 め られ 、遺構 の検 出はIV層 上 面で あ る。

2遺 構 と遺物の分布

今調査では縄文時代早～前期を主 とした陥穴33基 、土坑2基 、小 ピッ ト群1群 、他 に低湿地

が確認 された。今調査では、調査区中央を南北に縦断す る現道の西側 と東側で地形的にも遺構 ・

遺物の分布が大き く分け られる。

前述西側では丘陵の傾斜地が続 き、丘陵裾部の調査 区南半A・B区 で陥穴や土坑、調査 区中

央～北半のD区 で小ピッ ト群が検 出され、遺物 も概ねこれ ら遺構群に伴って小破片で出土する。

東側では前述 した低湿地がG～1区 で検出 され、以前は南側の沼地 とも繋がる大形の沼沢 を形

成 していた事が推測 され、遺物は全 く出土 しない。

その他の調査区では旧宅地の基礎等の撹乱が著 しく全体に遺構は検 出されなかったが、極端

に低湿地に近接す る地域であるため、縄文時代の集落等の形成 には適 さなかったもの と考 えら

れ る。

今調査の主体を占める陥穴は、平面形が円形でほぼ垂直に掘込まれ る陥穴 と、小判形や長方

形の陥穴に形態的に大別 され、これ らが帯状に等間隔で連続 して配置 され る様相か ら陥穴群 と

して捉えられた。前者は低湿地 と併走 し、今調査の陥穴群でも最長の約90m前 後まで連続 して

配置され る。後者は長軸の方向が低湿地に平行な一群、直交す る一群、その中間の一群等に分

類 され、等間隔で配置す るもの以外に3基 一対で配置 され る一群等 も認 められた。

小ピッ ト群はD区 の低湿地縁辺部に舌状に張 り出す地域で検 出された。 ピットが直径約3rn

のほぼ円形 に廻 る事か ら小 ピッ ト群 として登録 したが、上部が削平 される事か ら判然 としない。

他 に縄文時代晩期の深鉢 を伴 う土坑が1基 検出 された。

一8一



第6図 陥穴群概要図

一9一



検出遺構

IV検 出 遺 構

沼 向遺跡 の今調 査で は、調査 区全体 の西側A・B区 で陥 穴33基 、土坑2基 、D区 で ピッ ト群

1基 、東側G～1区 で低 湿地 が検 出 され た。現 況 の宅 地等 に よ り撹 乱が著 しい が、遺跡 の立地

や遺構 の性 格等 か ら元来 遺構 の分布 は希 薄 であ る事 が窺 えた。 以 下に遺構 の種別 毎 に列記 す る。

1陥 穴

A・B区 で土坑 として登録 した 中で、底面 中央等 に ピ ッ トを有す るもの、又 は ピッ トがな く

て も掘 り方 の規模 や形態 が これ らと類似 す る もの を所 謂 「陥穴」 と して扱 った。 陥穴 と判 断 さ

れ た ものは33基 で、 これ らは規模 や形態 の類似 、等 間隔等 の規 則性 をもつ連続 的な配列 の分布

状 況か ら幾つ かの群 として捉 え られ た。

具体 的には陥 穴の平 面形が 円形 を基調 とす るもの(A群)と 小判形 や長方 形 の もの(B群)

に大別 され 、更 にA群 は大型 の一群(A1群)と 小型 の一群(A2群)、B群 は主軸(長 軸)

が低 湿地 に併行す るもの(B1群)、 直交す るもの(B3・4群)、 その 中間の もの(B2群)

に分類 され 、他 に単独 の分布状 況か ら上記 の群 中に帰 属す るの か判別 が 困難 な もの(B5群)

があ る。 以下 、個別 の陥穴 につ いて は観 察表 に譲 り、分類 した陥穴群 毎 に特徴 を概括 す る。

A1群(SK182・1・2・183・3・4・21・170・189・190・193:第7・8図)

平面形 が 円形 を基調 とす る直径約1～1.5mを 測 る上記11基 の 陥穴 で、直線 で約90m以 上 に

渡 って連続 して配 列す る一群 であ る。 陥穴 の間隔 は南 半で約5rn、 北半 で約10～20m前 後 を測

る。A～B区 西側 、B-0～19グ リッ ドに位置 し、配 列方 向はN-470-Eを 測 る。

この 陥穴群 は平面形 が 円形 を基調 とす る他 に、断 面形 や確認 面 か らの深 さに も共通性 が認 め

られ、概 ね垂直 な掘 り方 と上部 削平 され る もの を除 き全体 に確 認面 か らの深 さが2m弱 を測 る

規模 の大 きい ものが多 い。 底面 で は円形 や方形 を呈 し、逆茂木 等 の付 属施設 は認 め られ ない。

覆 土 は全 体 に5～6層 に大別 され、堆積 土 の暗褐 色 土、壁崩 落土 の黄 褐色 土、 両者 の互層 か ら

な る。B区 は全体 に撹 乱 が著 しくSK189・190・193等 は上部 削 平 を受 けてい る。 出土 遺物 は

全 体でSK4覆 土 中よ り縄 文 土器 の 口縁 部片 が出土 したのみ で ある。

A2群(SK171・172・167:第15図)

平面形 が 円形や 楕 円形 を呈す る直径 約0.8m内 外 を測 る上 記3基 の陥穴 で、直線 上 に近接 し

て並ぶ単発 的 な一 群 であ る。検 出長 は約5rnで 、陥 穴の間 隔は1m前 後 の間隔 を測 り、延 長線

上 を精査 した が これ以外 は未検 出で あった。A区 北 半、D-9～10グ リッ ドで検 出 され 、配列

方 向 はN-470-Eを 測 る。SK172がSK163(B2群)に 切 られ る。

A2群 はA1群 と比 して小型 で、覆 土が特徴 的 であ った。覆 土 は全 体 に灰 黄褐色粘 質 シル ト

を基調 とし、地 山 との境 が非 常 に不 明瞭 で あ った。 ま た、SK167覆 土 に は河 原石 が数 個 ま と

まって廃棄 され ていた。3基 とも平面形 が 円形 を基調 とす る他 に断 面形や確認 面 か らの深 さに

も共通性 が認 め られ 、概 ね垂 直 な掘 り方 と確認 面 か らの深 さは0.7m前 後 を測 る。 底 面 では 円

形 や方 形 を呈 し、SK167以 外 は平坦 で 、逆 茂木 等 の付属 施設 は確認 で きず 、 出土遺物 はない。

B1群(SK7・8・9・20・28・29a・26・7=第9～12図)

平面形 が小判形 や長方 形で 、長 軸約1.7～2.5rn、 短軸 約0.6～1.4rnを 測 る上記7基 の 陥穴 で、

東側 の低湿 地 に対 し長軸 が概 ね併行す る一群 であ る。検 出長 で約21m以 上 に直線状 に配列 し、
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検出遺構

全 体的 にはSK7・8・9とSK28・29a・26が3基1単 位 を為す よ うに約1～2m間 隔で近

接 し直線 状 に配列 す る。 両者 の間 隔は比 較 的広 く離れ(約9rn)、 線 上 か ら外れ てSK20に 代

表 され る単体 の陥穴が 両者 の 中間 に長軸 を同 じ くして分布す る。A区 北 半のB-7～9グ リッ

ドに位 置 し、配列 方 向はN-26Q-Eを 測 る。SK29aがSK29b(B4群)を 切 る。

B1群 は、他 のB群 の 中で も全 体 に規模 が大 きい特徴 が上 げ られ 、特 にSK7・8・9の3

基 は遺存状 況 が良 く、全 て平面形 が長軸2m以 上、短 軸が1m以 上 を呈す る大型 の陥穴 で、確

認 面か らの深 さは約1m前 後 を測 る。形 態 は断面形 が急 斜及 び、上 ～ 中位 に段 を形成 しほぼ垂

直 に掘込 まれ る形 態で あ る。底 面で は細 長方形 を呈 し、全 ての陥穴 で逆茂木 の痕跡 や ピッ トが

1～2基 確認 され た。覆 土 は全 体 に3層 に大別 され 、堆 積 土の暗褐色 土 、壁崩 落 土の黄褐 色土 、

両者 の互層 か らな る。 唯一SK27は 主軸 方 向か ら本群 と捉 えたが 、浅い掘 り込み 、分布状 況か

らは 陥穴 と して判 然 と しな かった。 出土 遺物 はSK167・28・29a・26の 覆 土 中 よ り繊維 を含

む羽 状縄文 等 の土器 片 が出土 した。

B2群(SK178・177・234・233・140・142・163=第13～15図)

平面形 が小判形 や長方形 で 、長 軸約1～2m弱 、短 軸約0.5～1mを 測 る上記7基 の陥穴で 、

東側 の低湿 地 に対 し長軸 方 向が、併行 と直交 の 中間に位 置す る一群 で ある。 検 出長 で約25m以

上 に渡 り直線 状 に配列 され、 陥穴の 間隔は、全 体的 に約3m前 後 のほ ぼ等 間隔 であ る。A区 北

半、B～D-9～14グ リッ ドで検 出 され る。配 列方 向はN-230-Eを 測 る。

B2群 は、B群 の 中では 中型 と捉 え られ、一 部私道 部分(SK233・234)等 は削平が著 しい

が、全体 に遺存状 況 は良い。概 ね平面形 は長軸約1.5～2m弱 、短 軸 が0.7m前 後 を呈す る もの

が多 く、確認 面 か らの深 さは約1rn前 後 を測 る。 断面形 は急斜 及び 、上 ～中位 に段 を形成 しほ

ぼ垂 直 に掘 込 まれ る形態 で、底 面 では ほぼ細長方形 を呈す る。全 ての底 面 で逆 茂木 の痕跡や ピ ッ

トが1～2基 確認 され た。 覆 土は全体 に3層 に大別 され、堆積 土 の暗褐 色 土、壁崩 落土 の黄褐

色 土、 両者 の互層 か らな る。 出土土・器はSK178・140・163の 覆 土 中よ り繊維 を含 む 羽状 縄 文

土器 片 が出土 した。

B3・4群(SK232・23・25・5・29b・144:第16・17図)

平面形 が小 判形 を呈す るものが 多 く、長 軸約1m前 後 、短 軸 約0.5～1mを 測 る上記6基 の

陥穴で 、東 側 の低 湿地 に対 し長軸 方 向が ほぼ直交す る一群 であ る。

そ の中で もB3群(SK232・23・25・5)は や や弧 状 に配 列 し、検 出長 で約24m以 上 の に

渡 り確 認 され た。 陥穴 の間隔 は全 体 で約7～8mの 等 間隔 であ る。A区 東 半のE～F-7～11

グ リッ ドで検 出 され 、配列 方 向はN-230-Eを 測 る。B3群 は、B群 中で は短 軸 に比 し長 軸

が短 い一群 で全体 に小型 で ある。 一部SK5等 の大型 も認 め られ るが、概 ね小規模 で平 面形 は

長 軸約1m前 後、短 軸 が0.7m弱 を測 る ものが大 半 であ る。確 認 面 か らの深 さは、最 も低 湿 地

の縁 辺部 に近 く現 道 の削平 も認 め られ たが、現 況で は約1m弱 を測 る。 断面形 は上～ 中位 に段

を形成 しほぼ垂 直に掘込 まれ る形 態 で、底面 では ほぼ細長方形 を呈す る。全 て の底 面 で逆 茂木

の痕跡 や ピッ トが1～2基 確認 され た。 覆土 は全体 に2層 に大別 され 、堆積 土 の暗褐 色 土、壁

崩 落土 の黄褐 色 土等 を主 とす る。SK23覆 土 中 よ り繊維 を含 む羽状縄 文 の土器 片や底 部片 が 出

土。
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検出遺構

また 、B4群 はSK25と ほ ぼ主軸 が併行 す るSK29b、 そ の線 上 にSK144と した陥 穴 の下

部 と判 断 した2基 の ピッ トが認 め られ 、直線状 に配列 す る一群 で あ る。 両端 の検 出長 は10rn以

上 を測 る。 陥穴 の間 隔は5m前 後 で、配 列方 向 はN-570-Eを 測 る。 土器 類 は 出土 ない が、

B3群 に近 接 し主軸 がほぼ 同 じで、全 体 に小型 の形態 か ら類似 した様 相 が窺 える。

B5群(SK187・192:第17図)

B区 南 半で単体 で検 出 され 、上記 の群 中に積極 的 に捉 え られ なかった 陥穴で あ る。 両者 とも

上 部削平 が著 しく陥穴掘 り方 の最 下部 と底面 の ピ ッ トの存在 、覆土等 か ら陥穴 と判 断 した。

平面形 が小判形 を呈 し、長軸約1rn前 後 、短 軸約0.6m前 後 を測 る。長 軸方 向はSK187がB

2群 、SK192がB3群 に類 似 す る。 両者 の周 囲 には 同様 の陥穴 の存在 も推 測 され た が、本 地

区は家屋 に よる撹 乱 が著 しい地域 で 、既 に削 平等 に よ り消滅 した可能性 も高い と考 え られ る。

2土 坑

A区 で土坑 として登録 した 中で、覆 土の差異 に よ り明 らか に古い 一群 が2基 確認 され た。規

模や 形態 、分布状 況 か ら陥穴 とは 区別 され た。

SK6(第17図)A区 中央、C-6グ リッ ドで検 出 され る。平 面形 はほぼ 円形 で、直径 約2.Om

を測 る。 断 面形 は底面 か らやや 緩や か に立 ち上 が り、確認 面 か らの深 さは約0.8mを 測 る。 覆

土は黒色 の シル トを主 に、底面 よ り縄文 時代 晩期 の深鉢 片 が出土 した。

SK31(第17図)A区 中央 、E-7グ リッ ドで検 出 され る。 平面形 は楕 円形 で、長軸 約2.Om、

短 軸約1.Omを 測 る。 断面形 は底 面か ら緩や か に立 ち上 が り、確認 面 か らの深 さは約0.6mを 測

る。覆 土は黒色 シル トで、覆 土下位 よ り石匙 が出土 した。

3ピ ッ ト群

SP300ピ ッ ト群(第18図)D区 西 半 のB～C-34～35グ リッ ドで検 出 され た。直 径5m前

後 の 円形 に数十基 の小 ピ ッ トが廻 る事 か ら一連 の遺構 と判 断 し、 ピッ ト群 と して登録 した。

小 ピ ッ トは直径 約20～80cmで 主体 は約30cm内 外 の規模 で 、確認 面 か らの深 さは概 ね10～30cm

を測 り、一部SP239の よ うに斜位 に掘 込 まれ るもの もあ る。覆 土が近 現代 の家屋 基礎 等 の撹

乱 土 とは異な る黒褐 色微砂 の単層 で 、陥穴覆 土 と類似 す る事 等 か ら縄 文 時代 の ピッ ト群 と判断

した。 低湿 地縁辺 部 の舌状 に張 り出 した部分 に構 築 され、 竪穴住居 の下部 とも推測 され たが、

削平が著 しく炉跡 等 も検 出 され ない事 か ら判然 としない。遺物 は出土 していな い。

4低 湿 地(第19図)

C～E区 東 半部(SX202・223)、G～1区 で確 認 され た。C～E区 は低 湿 地 の縁辺 で、土

層 断面 か らも東側 に緩や か に傾斜 して落 ち込 む様 相 が認 め られ る。G～1区 は全 て低 湿 地に あ

た り、東側 に更 に傾 斜 して落 ち込む。G～1区 は現況 宅地 で あるが、地元 民 によれ ば宅地 以前

は水 田 と して利用 され た地域 で、宅地造成 の盛 土を外 した確 認 面か らの最 も深 い部分 は約2.4m

を測 る。覆 土 の主体 は黒 ～黒褐 色の有機 物や炭 化物 を含 む砂 質 シル ト～ シル ト層 で、東側 の斜

面 等が崩 落 した際の礫 を一部混入 す る。 間層 には灰黄褐 色や にぶ い榿 色 の粘 質 土を挟 み 、火 山

灰層 の可能性 も窺 えた。 トレンチ を5本 設定 した が、 自然木 を除 き遺 物 は出土 しない。
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検出遺構

表1陥 穴観察表

遺構番号
検出位置

平面形
規 模

深 さ(cm)
掘 り方

(短軸)区 グ リ ッ ド (上 端:cm) (下端:cm)

SK182 A区 A-0 円形 114×84 58×50 190 垂直

SK1 A区 A-1 円形 114×108 65×50 190 垂直

SK2 A区 A-3 円形 130×116 52×42 182 垂直

SK183 A区 A-4 円形 124×124 55×52 172 垂直

SK3 A区 A-6 円形 156×152 45×41 180 垂直

SK4 A区 B-7 円形 152×128 43×41 164 垂直

SK21 A区 B-10 楕円形 172×121 80×41 172 垂直

SK170 A区 C-13 円形 131×112 52×43 152 垂直

SK189 B区 C-15 楕円形 118×90 58×44 126 垂直

SK190 B区 C-17 円形 94×72 53×36 100 垂直

SK193 B区 C-19 円形 108×106 82×82 45 垂直

SK167 A区 D-9 楕円形 77×66 28×20 68 垂直

SK172 A区 D-10 円形 90×90 48×27 82 垂直

SK171 A区 D-10 楕円形 78×53 45×23 74 垂直

SK7 A区 B-9 小判形 216×142 196×41 107 急斜

SK8 A区 B-9 長方形 214×108 140×25 115 段有垂直

SK9 A区 C-9 長方形 248×130 191×57 97 急斜 ・垂直

SK20 A区 D-9 長方形 176×80 148×40 96 垂直

SK28 A区 E-8 小判形 186×110 125×29 94 急斜

SK29a A区 E-8 小判形 198×92 154×28 102 段有垂直

SK26 A区 F-7 長方形 186×56 152×38 76 垂直

SK27 A区 E-9 長方形 310×92 148×50 51 緩傾斜

SK178 A区 A-14 長方形 182×58 152×32 112 急斜

SK177 A区 A-13 長方形 120×52 86×35 92 垂直

SK233 A区 B-12 小判形 108×48 63×25 87 急斜

SK234 A区 B-12 長方形 151×78 128×40 88 急斜

SK140 A区 C-11 長方形 156×82 122×37 99 急斜

SK142 A区 C-10 長方形 196×100 142×52 114 急斜

SK163 A区 C-10 長方形 180×80 104×33 113 垂直

SK232 A区 E-11 長方形 100×44 80×29 92 垂直

SK23 A区 E-10 長方形 112×60 76×35 1(ン1 垂直

SK25 A区 F-8 長方形 116×68 102×42 88 垂直

SK5 A区 F-7 長方形 182×100 164×50 72 急斜

SK29b A区 E-8 長方形 (96)×62 (82)×36 76 垂直

SK144 A区 E-7 一 一 一 一 一

SK187 B区 B-16 長方形 90×48 62×23 24 緩傾斜

SK192 B区 D-16 長方形 124×62 98×38 12 不明
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検出遺構

主軸方向

(長軸)

ピ ッ ト(EP)

出土遺物・地文(繊維の有無) 分類 備 考 挿図
検出位置 規 模(cm) 深 さ

一 未検出 A1 7図

一 未検出 A1 7図

一 未検出 A1 7図

一 未検出 A1 7図

一 未検出 A1 7図

一 未検出 無文口縁部片 A1 7図

一 未検出 A1 8図

一 未検出 A1 8図

一 未検出 A1 8図

一 未検出 A1 8図

一 未検出 A1 8図

一 未検出 A2 15図

一 未検出 A2 15図

一 未検出 A2 15図

N-540-E
EP1:中 央
EP2:南 端

40×28
13×12 鉾 斜縄文(繊 維含む) B1 逆茂木痕跡有り 9図

N-630-E 中央 17×17 26 B1 逆茂木痕跡有り 9図

N-goo-E 中央 23×18 24 B1 逆茂木痕跡有り 10図

N-530-E 中央 20×20 18 B1 逆茂木痕跡有り 10図

N-500-E 中央 15×18 18 斜縄文(繊 維含む) B1 11図

N-780-E 中央 19×19 16 撚紋文(繊 維含む) B1 逆茂木痕跡有り 11図

N-810-E
EP1:中 央 東 寄 り

EP2:中 央 西 寄 り

13×13

15×15 塁岩
RP6・5・RP7表 裏 縄 文 ・
羽 状 縄 文(繊 維 含 む)

B1 12図

N-730-E 中央 30×30 29 RQ8～10・ 直 前 段 多 条 縄 文 B1 12図

N-760-W
中央
西端

16×15

14×14 器 RP16・縄文条痕文(繊維含む) B2 13図

N-810-W 中央 17×17 14 B2 13図

N-750-E 中央 12×12 22 B2 逆茂木痕跡有り 14図

N-830-W 中央 36×28 46 B2 14図

N-730-W 中央 16×16 29 結束羽状縄文(繊 維含む) B2 14図

N-710-W 中央 20×18 26 B2 15図

N-820-W 中央 18×18 29 RP13・ 斜 縄 文(繊 維 含 む) B2 15図

N-780-W 東寄 り 18×14 訓 B3 16図

N-460-W 中央 20×16 22 羽状縄文 ・底部片(繊 維含む) B3 16図

N-320-W 中央 12×12 14 B3 16図

N-470-W
中央北寄 り
中央南寄 り

26×25

25×14 翁 B3 16図

N-370-W 中央北寄 り 17×18 12 B4 11図

一 書
20×18

25×23 塗多 B4
ピ ッ ト等 か ら
陥穴 と判 断 17図

N-840-W 中央 16×14 18 B5 17図

N-620-W 中央 20×14 12 B5 17図
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出土遺物

V出 土 遺 物

1土 器

今回の調査における土器の出土量は整理箱に して約3箱 と散見的である。 これは陥穴を主 と

した遺構の性格等 に因るもの と考えられ、出土土器の殆 どが小破片で、全体の器形、文様構成

が把握 できる資料は稀有である。しか し、ほぼ全ての土器胎土に繊維 を含む事か ら縄文時代早～

前期 を中心 とす る時期が判断 され、一部単体で繊維を含 まない同晩期 と考 えられ る土器群が散

見 された。

本項では従来の編年研究の成果 をもとに縄文時代早～前期 を6群 、晩期を2群 に分け、更に

胎土、焼成、文様構成要素の観点か ら細分を行 った。なお、各個別の観察、分類は表 に譲 り、

ここでは概括的な記載に留めた。

第1群 土器(粘 土紐貼付刻 目文 ・第20図)

粘土紐を張 り付 けた帯に細い箆状工具で 「ハ」の字状に刻 目を上下交互に連続的に施文 され

る。体部小片が1点 出土 した。胎土に若干繊維 を含有 し、全体に砂質である。器面調整は良好

で、焼成はやや硬質である。粘土紐貼付文直下に地文LRが 横位施文 され る(1)。

第2群 土器(撚 糸文 ・第20図)

表面に撚糸文を施文す るものである。体部小片1点 が出土 し、繊維 を多 く含む。細片のため

器面調整は判然 としないが、焼成 は良好である。粗の撚糸Rを 施文す る(2)。

第3群 土器(縄 文条痕文 ・第20図)

器面表面に縄文、裏面に条痕文を施文するもの。体部片1点 出土 し、繊維 を多 く混入 し、砂

を若干含む。焼成は良好である。表面の地文はRLの 単節縄文で、裏面は幅約2～3mm程 の条

痕が斜位に施文 される(3)。

第4群 土器(表 裏縄文 ・第20図)

器面表裏面に縄文を施文するもの。3点 出土 し、全て体部片である。繊維 を多 く混入 し、石

英や粗砂粒等のガラス質 も多 く含む。全体に焼成は良好である。表裏面に密 なLRの 単節縄文

を施文す る。(4～6)

第5群 土器(表 面に縄文を施すもの ・第20・21図)

表面に羽状縄文や斜縄文等の縄文を施文す る一群である。24点 出土 し、大半が体部破片であ

る。概ね胎土に繊維 を多く含み、石英、砂を含む ものが多 く、粗砂粒 を含むものある。器面調

整は全体にナデ等のやや粗い調整であるが、17・18は 胎土が砂質で器面調整は良好である。焼

成は比較的良好である。

斜縄文の他に、2本 の撚 りの異なる原体を結束 し横位回転する結束羽状縄文、2本 の撚 りの

異なる原体を1段 おきに横位 回転 させ る非結束羽状縄文等が認 められ る。地文原体はLR、R

Lの 単節縄文で、他 に剥落等により原体不明な一群 もある。縄文の種類は以下のものが認 めら

れ る。

a類:結 束 ・非結束羽状縄文が認められるもの(7～9・10～16)

b類:単 節斜縄文が認め られ るもの(17～23・31)
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出土遺物

c類:原 体不明なもの(24～28・30)

全て小破片のため全体は判然 としないが、b類 と共 に、c類 も縄文原体は不明なが ら斜条の

痕跡 は確認でき、両者 とも胎土や器面調整 がa類 と類似す る事から同様の形態である事 も考え

られる。

また、平底の底部片が2点 あ り、本範疇に含まれ る。30は 底部径約8cm内 外で、底部木葉痕

があ り、体部がほぼ垂直に立ち上がる。31は 底部径約7cm程 で、底部LR単 節縄文が施文 され

る。両者 とも胎土に繊維 を含み、器面調整及び焼成は良好である。

第6群 土器(無 文のもの ・第22図)

表裏面 ともに無文の口縁部片が1点 出土 した。胎土に繊維は殆 ど含 まず、表裏面 ともミガキ

による良好な器面調整を施す。焼成 も良好でかた くしまる。細片のため所属する時期 は判然 と

しない。(29)

第7群 土器(縄 文時代晩期=結 節縄文 ・第22図)

結節縄文 を施文するもの(32)。 平 口縁の粗製深鉢片で、地文 はLR単 節縄文である。胎土に

僅かに砂を含む。器面調整、焼成 とも良好である。全体に薄手である。

第8群 土器(縄 文時代晩期=直 前段多条縄文 ・第22図)

直前段多条縄文 を施文するもの(33)。 体部小破片で、細密な原体R{LLLを 用い、原体の

最 も外側の縄文が器面表面に表出 したもの と推測 され る。胎土に石英や砂を含む。焼成はやや

軟質である。
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出土遺物

2石 器

本 遺跡 の発 掘調 査で は、油脂箱 約4箱 分 の石器 が 出土 した。 全 て打製石器 とそ の製 作 に関連

す る剥片 資料 であ る。 その 内訳 は石鍛 、石錐 、石匙 、石 箆 、掻器 、削器 、加 工痕 の ある石器 、

石核 な どで ある。 石器 の大半 は陥穴や表 土 か らの 出土で、折損 す る もの も多い。 以下 に各器 種

毎 に分類 を 中心 に概 要 を記 す。

石鍛(第23図)

出土製 品は未製 品 と考 え られ る一群 を含 め る と3点 あ り、石材 は大半 が頁岩 であ る。 これ ら

は基 部 の形 態的 な差異 に よ り大別 で き る。

1類:基 部 に 「く」 の字状 の挟 り込 みが入 るもの(1)。

H類:基 部 に茎 をもつ 形態 とな る もの。い わ ゆる有茎 鍛 であ る。 尖頭部 の下 半か ら丸身 を帯

びて茎 に至 り、茎 が幅広 の もの(2)。

皿類:製 作段 階の途 中、未成 品 と考 え られ るもの(3)。

石匙(第23図)

相 対す る二つ の ノ ッチ を入れ る事 に よって作 り出 されたつ まみ を もつ石器 を石匙 とした。 全

部 で2点 の出土 で、石材 は頁岩 で ある。 つ まみ と刃部 の位 置 関係 に よって分類 され る。

1類:原 則 として側縁 が刃部 とな る縦 形 で、左 右 が対称形 となる もの(5)。

II類:っ まみ を上方 に置い た場 合 、縦 形 と横 形 の中間的形態 で 、左 右 が非 対称 にな る もの。

左側 縁 が 「く」 の字状 に 曲がって肩 が張 り、右 側縁 下方 に先 端 があ るもの(4)。
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石錐(第23図)

素材 とな った剥 片 の縁辺 に調整加 工を施 して、そ の一端 に尖 った先 端部 を作 り出 した石器 を

石錐 とした。素材 の全 面に面 的な加 工の ある もの も認 め られ るが 、石 嫉や 尖頭 器 と比較す る と

全 体的 に厚 身 とな り、先端 部 に磨 耗 が認 め られ る事 に よ り区別 は容易 で あ る。3点 が 出土 した。

1類:細 長い棒 状 の形 態 とな り、基部 と尖頭 部 との境 目が不 明瞭 な もの(8)。

II類:素 材 とな る剥片 の一端 を尖 らせ て短 い尖頭部 を作 り出 した もの。 素材 のかた ちを大 き

く変 え る事 はないが 、それ故 に素材 のかた ち に制約 され 、多様 な形 態 とな る(6・7)。

石箆(第24図)

素材 とな った剥 片 の背 面 と主 要剥離 面の両 面に加 工 され 、そ の長軸 の末端 が刃部 にな ると考

え られ る一群、 また、背 面だ けの片面加 工 であって も刃部 と考 え られ る末端 の刃角 が小 さく、

掻器 にはな り得 ない もの もこ こで扱 った。 この定義 に合 致す る石器 は10点 で、石材 は大 半が頁

岩 で ある。 これ らは平 面的 な形 、刃部 の形態 、加 工部位 の相違 に よって以 下 に分類 され る。

1類:揆 形 で刃部が片 刃状 とな る もの。

1:素 材 の背面側 は ほぼ全 面 が調整 加 工面で覆 われ るが、主 要剥離 面側 は刃部 と考 え ら

れ る先端 部 にわずか に浅い加 工が認 め られ るもの(12)。

H類:揆 形 で刃部が 両刃状 とな る もの。

1:素 材 の背面側 は ほぼ全 面 が調整 加 工面で覆 われ るが、主 要剥離 面側 は側縁 部 だ けに

周 辺加 工が施 され る もの(15)。

2:刃 部 は素材 の剥離面や 自然 面で構成 され るが、裏 面側(素 材 の主要剥離 面)に 浅い

加 工 が認 め られ るもの(11)。

皿類:短 冊形 で刃部 が片刃状 となる もの。

1:素 材 の背面側 は ほぼ全 面 が調 整加 工面で覆 われ るが、主 要剥離 面側 は側 縁部 だ けに

周 辺加 工が施 され る もの(14)。

2:主 要剥 離面側 に一切 の加 工が認 め られ ない もの(13・18)。

IV類:短 冊形 で刃部 が両刃状 とな る もの。

1:両 面加 工 の もの(9)。

2:素 材 の主要剥 離面側 は ほぼ全 面 が調整 加 工面で覆 われ るが、背 面側 は側 縁部 だ けに

僅 か に浅い加 工 を施 し、 ほぼ 自然面 で構 成 され る もの(16)。

V類:撲 形 の形 に なるが、刃部 が折損 す る もの(17)。

VI類:短 冊形 であ るが、刃部 が折損す る もの(10)。

掻 器(第25図)

急 角度 の調整加 工 に よって刃部 を作 り出 した石器 を掻器 と した。 この定義 にあては ま る石器

は6点 出土 してい る。刃 部の作 り出に際 し樋状 剥離 が多用 され る。石材 は頁岩 で、素材 は縦長

剥 片の他 、横 長剥 片 も用 い られ るが 、そのいず れ の場合 もその長軸端 には必 ず刃部 を作 り出 し

てい る。原 則 として調整加 工 は背 面部 に限 られ 、両 面加 工 の石 箆 とは 区別 され る。 これ らは刃

部 の位 置 と数 に よ り以 下の よ うに分類 され る。

1類:素 材 の長 軸先端 部 に刃部 を作 り出 した もの。他 の側縁 には調 整加 工が認 め られ て も、

角 度 が浅 く、掻器 の刃部 とはな らない。3点 の 出土が ある(19・20・22)。
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出土遺物

II類:素 材 とな る剥片 の一端や 一縁 に樋 状剥 離 に よる刃部 を作 り出す もの。 素材 の形 を大 き

く変 え る事 はな く、 それ故 に素材 の形 に制約 され多様 な形態 とな る(21)。

削器(第25図)

剥片 の縁 辺 に連 続的 に調 整加 工 を施 して刃部 を作 り出 した石器 を削器 とした。16点 の出土で

素材 の形 を大 き く変 える事が ないた め不定形 の ものが多い。石 材 は頁岩 であ る。 これ らは形態 、

刃 部の作 出方法 、そ の位 置 関係 の相違 で分類 で きる。

1類:素 材 とな る剥片 の背面側 を表 、打面 を上 に して置 いた場合 の両側縁 に調整加 工を施 し、

刃部 を作 出す る もの。

1:左 側縁 が両 面加 工 で、右側縁 が片 面加 工 の もの(25)。

H類:側 縁 か ら先端 に調 整加 工 を施 し、先端部 が尖 った形態 とな る もの。先 端部 の加 工に よっ

て細 分 され る。

1:両 側縁 に調整加 工 を施 し、先 端部 を尖 らせ るもの。 両側縁 の背 面のみ 片面加 工で、

主要剥離 面 には加 工 がほ とん ど認 め られ ない(26・28)。

2:一 側縁 に調整加 工 を施 し、 も う一側 縁 は素材 の剥離 面や 自然面 で構 成 され る もの。

左 側縁 の片面 のみ調整加 工 が施 され る(27)。

皿類:側 縁 と先 端部 が幅広 とな り、 この部分 に も調整 加 工が施 され る もの。

1:両 側縁 と先端 部の 三辺 に調整加 工 が施 され るもの。 両側縁 と先端 部 とも片面加 工で

ある(24)。

IV類:一 辺 のみ に調整加 工 が施 され るもの。

1:左 側縁 に両 面加 工 を施 す もの(29)。

2:右 側縁 の主要 剥離面側 のみ に加 工(片 面加 工)を 施 す もの(30)。

3:左 ・右側 縁 の一方 に、片面加 工 で微 細 な加 工 を施 す もの。

V類:横 長剥片 が素材 として用い られ る もの。

1:刃 部 を先端部 に施 し、背面側 にのみ加 工 を施 す もの(31・34)。

2:刃 部 を先端部 と打点 の両端 に加 工を施す もの。 両面加 工で ある(33)

3:右 側縁 に両 面加 工 の弧状 の刃部 、左側 縁 に主要剥離 面側 に突 出部 を作 出 し、打点 に

も両面加 工 を施 す もの(32)。

VI類:剥 辺 のほぼ全縁 辺 に連続 的 な調 整加 工 を施 し、刃部 と し、 円盤 状 を呈す るもの。

1:片 面 のみ周縁 部 に調整加 工が施 され る もの(23)。

2:製 作段 階 の途 中若 しくは製 作 中の折 損 に よ り廃棄 され た とみ られ る一群。

加工痕 の ある剥 片(第26図)

側 縁 の一部 に調整 加 工が施 され るが、連続 的な調整加 工 に よ り刃部 を作 出す るまで には至 っ

てい ない石器 で17点 ある。 緩や か な調整加 工(35)や 、 ノ ッチ(36)を 施す もの等 が ある。

石核(第26図)

石核 は4点 の出土 があ る。す べて多方 向 か らの剥離 面で構成 され る。 これ らの うちの2点 を

図示 したが、全体 の全長 は最小 の もので約5cm、 最大 で も約7cmを 越 える もの はない。

原石(図 版27)

全 部 で3点 出土。全長約8～13cm程 で、摩滅 が著 しい もの も多 く、頁岩 が多 い。
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出土遺物

表2出 土土器観察表

報告
書Nα 出土位置(層) 分類 胎 土 色 調 表裏面の文様他 備 考(RP)

挿 図
Nα

図版Nα

1 A区 SK41 1 繊維若干含む・全体に砂質 褐色 表面:隆 帯張付刻 目文 ・地文縄文LR 1 19-1

2 A区 SK29 2 繊維多い・微砂僅かに含む にぶい禮色 表面:撚 糸文R 2 19-2

3 A区 SK178F1 3 繊維多い・微砂を若干含む にぶい褐色 表面:縄 文RL・ 裏 面:条 痕 文 RP16 3 19-3

4 A区 SK26 4 繊維多 い・石英 を多 く含 む にぶい褐色 表面:縄 文LR・ 裏面:縄 文LR RP6 4 19-4

5 A区 SK143 4 繊維多 い・石英 ・微 砂含む にぶい褐色 表面:縄 文LR・ 裏 面:縄 文RL 5 19-5

6 A区 SK26F2 4 繊維多 い・石英 ・粗砂含む にぶい褐色 表面:縄 文LR・ 裏面:縄 文LR 6 19-6

7 A区 SK140F1 5a 繊維多い・微砂を若干含む にぶい褐色 表面:結 束縄文LR+RL 7 20-1

8 A区 SK26 5a 繊維多 い・石英 ・微 砂含む にぶい褐色 表面:結 束縄文LR+RL RP5 8 20-2

9 A区 SK140 5a 繊維多 い・微砂 を含む にぶい褐色 表面:結 束縄文LR+RL 9 20-3

10 A区 SK23 5a 繊維多 い・微砂 を含む にぶい褐色 表面:縄 文LR・RL 10 20-4

11 A区 SK23 5a 繊維多 い・石英 ・微 砂含む にぶい褐色 表面:縄 文LR・RL 11 20-5

12 A区 SK23 5a 繊維多 い・石英 ・微 砂含む にぶい榿色 表面:縄 文LR・RL 12 20-6

13 A区 SK23 5a 繊維多 い・微砂 を含む にぶい禮色 表面:縄 文LR・RL 13 20-7

14 A区 SK23F1 5a 繊維多 い・微砂 を含む にぶい榿色 表面:縄 文LR・RL 14 20-8

15 A区 SK23F1 5a 繊維多 い・石英 ・粗砂含む にぶい禮色 表面:縄 文LR・RL 15 20-9

16 A区 SK40 5a 繊維含む ・石英 ・微 砂含む にぶい褐色 表面:縄 文LR・RL 16 20-10

17 A区 SK163 5b 繊維多 い・石英含む。砂質 にぶい褐色 表面:縄 文RL RP13 17 20-1

18 A区 SK163 5b 繊維多 い・石英含む。砂質 にぶい褐色 表面:縄 文RL 17と 同一個体 18 20-2

19 A区 SK28 5b 繊維含む・微砂を含む 褐色 表面:縄 文LR 19 20-3

20 A区 SK23 5b 繊維多 い・石英 ・粗 砂含む にぶい禮色 表面:縄 文LR 20 20-4

21 A区 SK7F1 5b 繊維含む・微砂を含む にぶい榿色 表面:縄 文LR 21 20-5

22 A区 SK169 5b 繊維多 い・石英 ・微 砂含む にぶい褐色 表面:縄 文RL 22 20-6

23 A区 北半 5b 繊維多 い・石英 ・微 砂含む 褐色 表面:縄 文RL 23 20-7

24 A区 SK169 5c 繊維含む ・石英 ・微 砂含む にぶい禮色 表面:縄 文LR 24 20-8

25 A区 SK26F2 5c 繊維多 い・石英 ・微 砂含む にぶい褐色 表面:縄 文LR 25 20-9

26 A区 SK28 5c 繊維多 い・石英 ・微 砂含む 褐色 表面:縄 文LR 26 20-10

27 A区 SK226 5c 繊維僅かに含む・粗砂含む にぶい榿色 表面:縄文原体不明 27 20-11

28 A区 SK155 5c 繊維僅かに含む・微砂含む にぶい禮色 表面:縄文原体不明 28 20-12

29 A区 SK4 6 微砂僅かに含む 褐色 表裏面:無 文 口縁部片 29 21-1

30 A区 SP33 5c 繊維多 い・微砂多 い にぶい禮色 表裏面:縄 文原体不 明・底部:木 葉痕 底 部 片(径8.4cm) 30 21-2

31 A区 SK23 5b 繊維多 い・微砂多 い 褐色 表裏面:LR・ 底 部:縄 文LR 底 部 片(径7.Ocm) 31 21-3

32 A区 SK6 7 微砂若干含む にぶい禮色 表面:結 節縄文LR 口縁部 32 21-4

33 A区 SK27 8 微砂若干含む にぶい禮色 表面:直 前段多条R{LLL 33 21-5
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表3出 土石器観察表

報告
書Nα

品 種 出土位置(層) 分類 石 材 長 さ(㎜) 幅(㎜) 厚 さ(㎜) 備 考 挿図Nα 図版Nα

1 石嫉 A区SK158 1 鉄石英 22.0 16.2 3.4 23-1 22-1

2 石嫉 A区SK6 且 珪質頁岩 40.4 15.1 6.0 23-2 22-2

3 石鍛 A区SK8 皿 珪質頁岩 36.3 23.2 7.2 23-3 22-3

4 石匙 A区SK9 H 珪質頁岩 50.0 20.0 5.0 23-4 22-4

5 石匙 A区SK31 1 珪質頁岩 84.9 20.2 8.7 RQ3 23-5 22-5

6 石錐 X.O. H 珪質頁岩 91.3 69.7 16.3 23-6 22-6

7 石錐 A区SK29aF1 H 珪質頁岩 44.0 18.6 7.6 23-7 22-7

8 石錐 A区 北半 1 珪質頁岩 52.1 18.7 11.1 23-8 22-8

9 石箆 B区 IV1 珪質頁岩 52.5 28.3 12.2 RQ17 24-9 23-1

10 石箆 A区SK137 w 珪質頁岩 39.4 34.6 13.6 24-10 23-2

11 石箆 A区SK26 且2 珪質頁岩 96.4 52.8 27.8 RQ7 24-11 23-3

12 石箆 B区SX132F2 11 珪質頁岩 38.4 29.0 14.9 24-12 23-4

13 石箆 A区SK158 皿2 珪質頁岩 82.5 35.2 16.9 24-13 23-5

14 石箆 A区SK20F1 IH1 珪質頁岩 57.6 34.1 13.3 24-14 23-6

15 石箆 A区SK29a H1 珪質頁岩 85.4 53.7 17.3 24-15 23-7

16 石箆 B区SK93 IV2 珪質頁岩 101.0 44.9 28.8 24-16 23-8

17 石箆 A区 北半 V 珪質頁岩 90.5 50.3 20.0 RQ14 24-17 23-9

18 石箆 A区SK20F1 皿2 珪質頁岩 51.8 45.3 18.3 24-18 23-10

19 掻器 A区SK165 1 珪質頁岩 56.6 35.1 13.8 25-19 24-1

20 掻器 B区SK45 1 珪質頁岩 60.0 39.6 11.5 25-20 24-2

21 掻器 B区SK179F4 H 珪質頁岩 34.1 38.3 22.3 25-21 24-3

22 掻器 A区SK28F2 1 珪質頁岩 86.3 42.1 20.0 25-22 24-4

23 掻器 A区SK141Y H 珪質頁岩 41.4 36.9 12.5 24-6

24 掻器 B区 北半 H 珪質頁岩 56.5 31.3 13.8 24-5

25 削器 B区SK121 VI1 珪質頁岩 50.2 60.1 12.8 25-23 25-1

26 削器 A区SK8 IH1 珪質頁岩 37.5 34.7 9.1 25-24 25-3

27 削器 B区SK115 11 珪質頁岩 68.2 50.1 16.0 25-25 25-2

28 削器 B区SK136 且1 珪質頁岩 54.7 41.1 11.8 25-26 25-4

29 削器 A区SK29 H2 珪質頁岩 40.1 39.4 11.1 25-27 25-5

30 削器 B区SK179 H1 珪質頁岩 63.8 71.0 18.7 25-28 25-6

31 削器 A区SK18 IV1 珪質頁岩 76.3 38.6 13.6 25-29 25-7

32 削器 A区SK29aF2 IV2 珪質頁岩 51.0 35.2 10.7 26-30 25-8

33 削器 A区SK141 V1 珪質頁岩 47.7 63.4 17.5 26-31 25-9

34 削器 A区SK27 V3 珪質頁岩 49.9 112.0 23.7 RQ10 26-32 25-10

35 削器 A区SK29a V2 珪質頁岩 38.0 86.5 17.3 26-33 25-11

36 削器 A区SK141 V1 珪質頁岩 40.7 75.4 13.6 26-34 25-12

37 削器 A区SK23 VI2 珪質頁岩 54.6 36.3 15.1 26-2

38 削器 A区SK9F1 IV1 珪質頁岩 37.2 23.3 7.3 26-4

39 削器 B区SK58 IV3 珪質頁岩 57.5 43.3 20.9 26-1

40 削器 B区SK192 12 珪質頁岩 17.3 19.0 8.7 26-3

41 二次加工痕 B区SK178 珪質頁岩 40.3 37.0 11.2 26-35 26-5

42 二次加工痕 A区SK154 珪質頁岩 68.3 54.1 13.1 26-36 26-6

43 二次加工痕 B区SK69 珪質頁岩 28.1 53.4 11.5

44 二次加工痕 A区SK20F2 珪質頁岩 85.0 53.8 16.1 26-13

45 二次加工痕 A区SK7F1 珪質頁岩 44.6 20.0 6.3

46 二次加工痕 A区SK5 珪質頁岩 84.6 80.8 21.1

47 二次加工痕 B区SK45 頁岩 45.5 39.1 16.7 26-7

48 二次加工痕 A区SK26F1 珪質頁岩 42.2 28.7 10.2 26-12

49 二次加工痕 A区SK137 珪質頁岩 60.2 51.5 15.1 26-8

50 二次加工痕 A区SK138F1 珪質頁岩 40.1 17.8 5.8

51 二次加工痕 A区SX137 珪質頁岩 32.0 49.4 11.4 26-10

52 二次加工痕 B区SX132F 珪質頁岩 40.7 43.7 9.9

53 二次加工痕 B区SK48 頁岩 33.1 30.8 6.6

54 二次加工痕 A区SK13 珪質頁岩 83.6 75.1 15.8 26-11

55 二次加工痕 B区SK132F 珪質頁岩 40.9 60.5 11.1 26-9

56 二次加工痕 B区SK75 珪質頁岩 28.0 21.0 5.2 26-14

57 二次加工痕 A区SK141 珪質頁岩 56.7 63.2 19.9

58 石核 A区SK20F1 珪質頁岩 44.7 55.8 29.6 26-37 27-1

59 石核 A区SK138 珪質頁岩 57.6 70.6 42.3 RQ12 26-38 27-2

60 石核 B区 南半 珪質頁岩 42.0 49.1 33.5 27-3

61 石核 A区SK27 珪質頁岩 43.1 33.7 23.6 27-4

62 原石 B区 南半 珪質頁岩 139.0 71.5 54.0 27-5

63 原石 A区SK19 珪質頁岩 82.9 46.2 44.1

64 原石 A区 南半 珪質頁岩 96.1 81.9 61.9 27-6
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ま とめ

VIま と め

調 査 では縄文 時代 の陥穴 を中心 に、土坑、ピッ ト群 、低湿 地等 を検 出 した。陥穴や土坑 、ピ ッ

ト群 等 の主な遺構 群 は調 査 区西側(A～F区)で 確認 され 、調 査 区東側(G～1区)は 全 て低

湿 地 にあた る。遺 物 は、陥穴や包 含層 か ら縄文 時代早 ～前期 の縄文 土器 を 中心 に、同晩期 の縄

文 土器 、石器 が散 見 され た。以 下 に遺構 と遺物 の変遷 を整理 して ま とめ とす る。

本 遺跡 で主体 を 占める陥穴 は33基 検 出 され 、全て調 査 区東側 の低湿 地 の縁 辺部 に あた り、遺

跡 南側 の丘陵裾 部 か ら開 けた調査 区南 半のA・B区 の南か ら北へ の緩斜 面 平坦部 に分布す る。

陥穴 はその規模 や形態 の類似 、主軸(長 軸)方 向、分布状 況 か ら5群 以 上 に分 け られ 、一部

B区 で 削平 を受 け る もの もあ るが 、陥穴 の平 面形 が直径 約1～1.5rnの 円形 を基調 と し、深 さ

が約1.5～2m前 後 を測 るで あろ う形 態(A群)と 、平 面形 が長 軸約1～2m程 の小 判形 や 長

方 形 で、確 認 面 か らの深 さが約1～1.5mで 、底 面 に ピ ッ トが認 め られ る もの(B群)に 大 別

され る。

A類 は分布 状況 か ら更に大型 の一群(A1群:SK1～4・21・170・182・183・189・190・

193)と 小型 の一群(A2群:SK167・171・172)に 細 別 され 、形態 的 には両者 とも壁 の掘 り

方 は底面 か らほぼ垂直 に立 ち上 が り、底 部施設 は検 出 され ない等 の類 似点 が ある。 具体 的な分

布 状況 では、A1群 は11基 の 陥穴が ほぼ直線 的に約5～10m間 隔 で、今調査 で最 も長 い約90m

問に配列 し、配列 の 中心線 は調 査 区東側 の沼地 や低湿 地 と平行 し、等 高線 に対 しては ほぼ直交

す る。A2群 も陥穴 の数 や規模 が小 さく、 間隔 ・配列長 は短 い等 の差 異 はあ るが、配列 中心線

や 等高線 との 関係 はA1群 と同様 の様相 を示す。

B群 も分布 状況 や主軸 方 向か ら5群 に分 け られ、 陥穴の 主軸 が沼や 低湿 地 に対 し、平行 す る

もの(B1群:SK7～9・20・26・28・29a)、 斜 交す る もの(B2群:SK140・142・163・

177・178・233・234)、 直交 し配列 の 中心線 が緩や か な弧 状 の もの(B3群:SK5・23・25・

232)、 直 交す るが配 列 の 中心線 が直線 的 な もの(B4群:SK29b・144)が 認 め られ、他 に

B区 で上部 削平 され単体 で検 出 され た もの(B5群:SK187・192)が あ る。 これ らは概 ね壁

の掘 り方 が ほぼ垂 直及 び急斜 、底 面 か ら途 中に段 を有 し上端 に向けや や 開 くものが主 で、全て

の底 面 中央 部 を主 に円筒 状の ピッ トを1～2基 を有 し、単 ～複 数 の逆茂木痕跡 が認 め られ る。

しか し、各群 の規模や 間隔等 に差異 が窺 え、B1群 は全体 に大型 で直線 的 に配列 す るが、陥

穴同士 が近 接 して3基1単 位(SK7・8・9・SK28・29a・26)を 成 し、更 に単位 毎 の間

隔は比較 的広 く、そ の 中間に配列 中心線 か ら若 干外 れ て主軸 を同 じくす る陥 穴が単体(SK20)

で配列す る。配列 の 中心線 は低湿 地 に対 してはほ ぼ直交 し、等高線 に平行す る。

B2～4群 は陥穴 がほぼ等 間隔配列す るタイプで あ るが 、各 群そ の規模や 間 隔は一様 でない。

B2群 は全 体 に中型 で直線 的 に約3mの 等 間隔で配列 し、配列 の中心線 は低 湿地 に対 しては斜

交 し、等 高線 を斜 交す る。B3・4群 は全体 に小型 で最 も低湿 地 に近 接 し、緩 や かな弧状 ・直

線 的 に約7～8mの 等 間隔で配列 す る。 配列 の 中心線 は、B3群 が低 湿地 に対 し斜 交 し、B4

群 が平行す る。 両者 とも等高線 に対 し平行 、直交す る。

また 、 これ ら陥穴群 には重複 関係 か らSK172(A2群)→SK163(B2群)、SK29b(B

4群)→SK29a(B1群)の 新 旧があ り、 陥穴群 中で も時期 差 があ る事 が窺 えた。 これ か ら

は総 じてA群 が古相 で、陥穴配列 中心線 が低湿 地 に対 し平行 な ものか ら直 交す る ものへ変遷 す
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ま とめ

る事も指摘できる。

他 の遺構ではD区 で検 出されたSP300ピ ッ ト群 とした直径約30cm前 後の ピッ トが径5mの

円形 に数十基廻 るものがある。炉跡等の痕跡はないが、覆土等か ら陥穴等 と同様の時期が判断

され、低湿地の縁辺のやや舌状に張 り出す平坦地に分布す る性格不明な遺構である。

低湿地は、調査 区東側のG～1区 、一部C・D区 の一部で検 出され、主に泥炭層である。最

深部では確認面か ら2.4mを 測 り、現道部がほぼ縁辺部に併行するであろ う。縁辺部(SX202・

223)は 東側に緩やかに傾斜 し、動物の水飲み場や 「ヌタ打ち」に利用 されたと考えられる。

一方、遺物相は主体の陥穴群の性格上、小破片の縄文土器や石器が散見 される。 この土器群

の胎土は大半が繊維 を混入 し、明 らかに古相の縄文条痕や表裏縄文、羽状縄文等を地文 とする。

これ らの土器 は県内では南陽市月ノ木B遺 跡、天童市上荒谷遺跡 、村 山市赤石遺跡等で調査 さ

れ、縄文時代早期末か ら前期前葉 が比定 されている(1～6群)。 陥穴群や ピッ ト群は、遺物

の出土状況や類似 した覆土か ら概ねその範疇の構築 と判断 され、他に単体のSK6土 坑か ら同

晩期 と推測 され る結節縄文の粗製深鉢等が出土 し、断続的に遺跡 が利用 されている(7・8群)。

石器では大半が剥片石器で、凹石等の礫石器は出土せず、遺構 の性格が反映されているもの と

推測 された。

さて、今調査の主たる縄文時代の陥穴群は、県内では近年大規模事業による面的調査か ら、

本遺跡 と類似 した検出例が増加 してい る。具体的には古い順に縄文時代前期 ・中期末の小国町

野向遺跡、同中期の朝 日町八ツ 目久保遺跡 ・新庄市中河原C遺 跡、同後～晩期の寒河江市平野

山遺跡等が上げられる。 これ ら遺跡の陥穴群の立地や分布、形態を概括すれ ば、陥穴群の多 く

は丘陵地や河岸段丘の緩斜面や平坦部で検出され、付近に谷地形や河川がある立地 と、大半が

列状 に分布する傾向が指摘できる。本遺跡 も前述 した同様な立地や分布 が認 められ る。

陥穴群の形態は、野向遺跡の縄文時代 中期末の陥穴群が本遺跡 の前述A群 である以外、全て

B群 である。しか し、野向遺跡 で確認 されたA群 も「小範囲に近接 して三角形状に配置 され る」

事や規模、底面にピッ トを有す る点等の本遺跡のA群 と異なる様相が看取 られる。

具体的には本遺跡 のA群 は列状 に配置 されてお り、捕獲動物が調査 区東側の低湿地に水飲み

や 「ヌタ打ち」に向か う際の 「けもの道」に配列 されたものと推定 される。また、陥穴群の規

模や底面 ピッ トの有無は、陥穴群の配置以外に捕獲す る対象動物や習性の相違も窺 える。

これは本遺跡のA群 が、平面形や規模か らB群 で一般的に指摘 され る捕獲対象(鹿 ・猪)の

中型動物 より小型動物の大きさに適 し、全体にB群 や野向遺跡 のA群 に比べて、掘 り方が一様

に深 く壁が垂直で捕獲動物が単純 に逃げ登る事は困難であ り、上記で確認 されるピッ ト類は必

要なかった事が推測 され る。更に、本遺跡 のB群 中でも明 らかに規模が異なる陥穴群 が認め ら

れ上記のような対象動物の違いも窺える。

本遺跡は上記のよ うに調査区東側の低湿地を利用す る動物 を狙い陥穴群が断続的に構築 され、

遺跡南側の丘陵裾部か ら開けた緩斜面は、捕獲対称の林草類の動物(鹿 ・猪)の 活動域 とも重

なって、陥穴の立地 としては最適な地理的環境が整った場所であったのであろ う。そ して、陥

穴群の形態や配列の相違は、上記の捕獲動物の差異や、時期的な増水や枯水 による低湿地の変

容等 による 「けもの道」の移 り変わ りが起因した と考 えられ る。
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沼向遺跡の自然科学分析

パ リノ ・サーヴェイ株式会社

はじめに

山形県朝 日町に所在する沼向遺跡は、最上川の谷底に形成された右岸側の段丘上に位置 している。段

丘上には沼とそこから北側に伸びる浅い谷状の地形が認められる。沼向遺跡の発掘調査区は段丘平坦面

上 と浅い谷地にまたがってお り、平坦面上では縄文時代早期～前期 と推定されている複数の陥 し穴列が

検出されている。今回の自然科学分析調査は谷地の堆積物の分析を中心に行い、遺跡周辺における古環

境を推定することとする。具体的には、放射性炭素年代測定およびテフラ分析による堆積年代の推定、

珪藻分析による水域環境の推定、花粉分析 ・植物珪酸体分析 ・樹種同定による堆積当時の周辺植生の推

定を行 う。さらに、平坦面上の陥し穴の覆土の植物珪酸体分析 も行い、遺跡が営まれた当時の段丘上に

おける草本植生 を推定する。

!.試 料

谷 地内のG区 では数 カ所 で深掘が行 われてお り、G区 北では谷堆積物 の良好 な断面が観察 された。G

区北の土層 は上位 より1層 ・2層 ・3層 ・3'層 ・4層 に分層 されている。最上部の1層 は、黒色 を呈

す る細砂混 じりシル ト層である。2層 は、層相 の異 なる数枚 の薄層 により構成 されている。2層 の上部

にはテフラと見 られる薄層 が狭在 してお り、テ フラ層 の上位 は灰褐色砂 質シル ト層、 その下部は黒色砂

質 シル ト層 である。2層 の下部 は灰褐色 を呈す る砂層 と細礫層 の互層 である。3層 は植物遺体 を含 む褐

色砂 混 じりシル ト～粘土層であ り、最下部 に明黄褐色粘土の薄層 が認 め られ る。3'層 は径約5cmの 木

材 も含 む暗赤褐色 の植物遺体層であ る。4層 は0.2～5cmの

円礫 か らなる砂礫層であ り、3層 のブ ロックが部分的 に認

め られ る。

試料 は、2層 か ら4点 、 ユ層 ・3層 ・3'層 ・4層 か らそ

れぞれ1点 ず つの合計8点 を採取 し、上位 よ り1～8の 試料

番号 を付 した。試料採取位置 は図1に 示す。 また各試料 に対

して選択 した分析項 目 も併せ て図1に 示す。分析点数 は、珪

藻分析 が7点 、花粉分析が5点 、植物珪酸体分析 が5点 であ

る。

3'層 か らは木材が4点 採 取 され、W-1～W-4の 試料名が付

されている。 これ ら4点 すべ ての樹種 同定 を行い、W-1お よ

びW-2の2点 について放射性炭素年代測定 を実施す る。

また、G区 北 で認め られた2層 上部 のテフラ層 と同 じ層準

に、G区 南 にお いて もテ フラ層が認 め られた。G区 南2層 の

テ フラ層 は保存状態が よ く、上位の粗粒部 と下位 の細粒 部 に

区分 される。 テフラ上部お よびテフラ下部か らそれぞれ採取

された試料2点 をテフラ分析 に供す る。

台地上 の陥 し穴で は、SK5・SKI78・SK179・SK181・SK18

2・SK232の6つ の土坑 を植物珪酸体分析 の対象 とす る。 これ

らの土坑 の うち、SK179とSK182は 底部が 円形、他 は楕 円形 を
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呈 している。また、SK5とSK178で は逆茂木 の痕跡、SK232で は炭化物が認め られて いる。分析 を行 う試

料は、SK5・SK179・SK181で は微化石の包含が期待 され る暗色の堆積物であるSK5の 試料番号1、SKI79

の試料番 号LSKI81の 試料番号1、SK182の 試料番号4と 、SK178の 逆茂木痕付近 の堆積物、SK232の 炭

化物付近の堆積物(Fl下)の 計6点 であ る。

2.分 析方 法

(1)放 射性炭素年 代測 定

測定は学習院大学放射性炭 素年代測定室の協力を得て行 う。

(2)テ フラ分析 ・屈折率測定

試料約20gを 蒸発皿 に取 り、水 を加 え泥水 に した状態で超音波洗浄装置 によ り粒子 を分散 し、上澄み

を流 し去 る。 この操作を繰 り返す ことによ り得 られた砂分 を乾燥 させた後、実体顕微鏡下にて観察する。

テ フラの本質物質であるスコリア ・火 山ガ ラス ・軽石を対象 として観察 し、その特徴や含有量の多少 を

定性的に調べる。火山ガラス について は、そ の形態 によ りバ ブル型 と中間型、軽石型 に分類す る。各型

の形態は、バブル型は薄手平板状 あるいは泡 のつ ぎ目をなす部分であるY字 状の高ま りを持つ もの、 中

間型は表面に気泡の少ない厚手平板状 あるいは塊状 のもの、軽石型は表面 に小気泡 を非常 に多 く持つ塊

状および気泡の長 く延 びた繊維束状 のものとす る。

テ フラ分析用 に洗 い出された試料か ら細粒 な砂分 を取 りだ し、 この中に含 まれる火 山ガ ラスの屈折率

を測定す る。屈折率測定 には、温度変化型屈折率測定装置"MAIOT"(古 澤,1995)を 用 いて、火 山

ガ ラス30片 程度 を目標 として計測す る。

(3)珪 藻分析

試料 を湿重で約7gを 秤 りとり、過酸化水素水、塩酸処理、 自然沈 降法 の順 に物理 ・化学処理 を施 し

て、珪藻化石 を濃集する。検鏡 に適す る濃度 まで希釈 した後 、カバーガラス上に滴下 し乾燥 させる。乾

燥後、プ リュ ウラックスで封入 して、永久 プ レパ ラー トを作製 する。検鏡 は、光学顕微鏡で油浸600倍

あるいは1000倍 で行 い、メカニカルステー ジで任意 の測線に沿 って走査 し、珪藻殻が半分以上残存す る

ものを対象 に200個 体以上を同定 ・計数す る。種 の同定 に際 しては、原 口ほか(1998)、Krammer(199

2)、Krammer&Lange-Bertalot(1986,1988,1991a,1991b)な どを参照す る。

同定結果は、汽水生種 、淡水～汽水 生種、淡水 生種順 に並べ 、その中の各種類はアル フ ァベ ッ ト順 に

並べた一覧表で示す。淡水生種 については さらに細か く生態 区分 し、塩分 ・水素イオ ン濃度(pH)・ 流

水 に対す る適応能 についても示す。また、環境指標種 について はその内容 を示す。そ して、産出個体数

200個 体以上 の試料 については、産 出率3%以 上 の主要な種類 について、主要珪藻化石群集の分布図を

作成する。 また、産 出 した化石が現地性の化 石か異地性の化石か判断す る 目安 として完形殻の出現率 を

求め る。堆積環境の解析 にあた っては、淡水 生種 につ いては安藤(1990)、 陸生珪藻 につ いては伊藤 ・

堀 内(1991)、 汚濁耐性 につ いては、Asai&Watanabe(1995)の 環境指標種 を参考 とす る。

(4)花 粉分析

試料約10gを 、水酸化 カ リウムによる泥化、箭別、重液(臭 化亜鉛:比 重2.3)よ る有機物 の分離、

フッ化水素酸 によ る鉱物質 の除去 、アセ トリシス(無 水酢酸9:濃 硫酸1の 混合液)処 理の順に物理 ・

化学的処理を施 し、花粉 を濃集 させ る。残渣 をグ リセ リンで封入 してプ レパ ラー トを作成 し、光学顕微

鏡下でプ レパ ラー ト全面を走査 し、出現す る全ての種類(Taxa)に ついて同定 ・計数す る。

結果は、木本花粉 は木本花粉総数 を、草本花粉 ・シダ類胞子 は総数か ら不明花粉 を除 いた数をそれぞ
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れ基数として、百分率で出現率を算出し図示する。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、

種類問の区別が困難なものである。なお、木本花粉総数が100個 体未満のものは、統計的に扱 うと結果

が歪曲する恐れがあるため、出現した種類を+で 表示するにとどめておく。

(5)植 物珪酸体分析

湿重で約5gの 試料を過酸化水素水 ・塩酸処理、超音波処理(70W,250KHz,1分 間)、 沈定法、重液

分離法(ポ リタングステン酸ナ トリウム,比 重2.5)の 順に物理 ・化学的処理を行い、植物珪酸体を濃

集させる。これを検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下 ・乾燥させる。乾燥後、プリュウラ

ックスで封入してプレパラー トを作製する。

400倍 の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部(葉 身 と葉鞘)の 葉部短細胞に

由来した植物珪酸体(以 下、短細胞珪酸体 と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に由来した植物珪酸体(以 下、

機動細胞珪酸体と呼ぶ)を 、近藤 ・佐瀬(1986)の 分類に基づいて同定 ・計数する。

結果は、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの総数を基数として出現率を百分率

で算出し図示する。

なお、逆茂木痕や炭化物付近、底部の堆積物を調査対象 とするSKI78・SK182・SK232で は、珪化組織

片の産状にも注目する。植物体の葉や茎に存在する植物珪酸体は、珪化細胞列などの組織構造を呈して

いる。植物体が土壌中に取り込まれた後は、ほとんどが土壌化や撹乱などの影響によって分離し単体と

なるが、植物遺体や植物が燃えた後の灰には組織構造が珪化組織片などの形で残されている場合が多い

(例えば、パリノ ・サーヴェイ株式会社,1993)。 そのため、珪化組織片の産状により埋積した植物遺

体の種類を明らかにできると考えられる。

(6)樹 種同定

剃刀の刃を用いて木口(横 断面)・ 柾目(放 射断面)・ 板 目(接 線断面)の3断 面の徒手切片を作製

し、ガム ・クロラール(抱 水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リセ リン,蒸 留水の混合液)で 封入し、

プレパラー トを作製する。作製 したプレパラー トは、生物顕微鏡で観察 ・同定する。

3.結 果

(1)放 射性炭素年代測 定

測定結果 を表1に 示す。表中の年代値 は、A.D.1950年 を基点 としてそれ よ り何年前で あるかを示す年

数(BP)で 、 同位体効果 による測定誤差 を補正 した年代値 である。半減期 はLIBBYの5570年 を用 いてお

り、誤差は標準偏差1σ に相当す る年代で ある。 同位体効果 の補正 を行 うために用 いた 同位体 比は、標

準値か らのずれ をパ ー ミル(%・)で 表 して いる。 δ13Cは 、試料炭素の13C/12C原 子比 を質量分析器で

測定 し、標準 にPDBを 用いて同様 に算 出 した値で ある。

測定 された年代値 は、いずれ の試料 も約15,000年 前 の非常 に近似 した年代値 であった。

(2)テ フラ分析 ・屈折率測定

G区 南2層 テ フラ上部 ・下部 ともに、試料中の粒子のほ とん どは火山ガラス によ り構成されてお り、
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これ以外の粒子は非常に少ない。認められる火山ガラスは全て無色

透明であ り、薄手の平板状あるいは緩い曲率を有する形のバブル型

とよばれる形態 と、表面に小気泡を多 く有する塊状あるいは気泡の

長 く延びた繊維束状の軽石型とよばれる形態が認められる。G区 南

2層 テフラ上部 ・下部の2試 料に含まれる火山ガラスの特徴は同じ

であるが、火山ガラスの粒径は上部 ・下部で異なっている。2層 テ

フラ下部 に認められる火山ガラスは約0.2㎜ 以下 と非常に細粒であ

るが、2層 テフラ上部 に認め られる火 山ガラス はO.1mmに 満 たない細粒 な ものか ら約2㎜ の粗粒 なもの

まで認 め られる。

G区 南2層 テ フラ上部 に含 まれる火山ガラスの屈折率 を測定 した ところ、図2に 示す結果が得 られた。

火山ガラス の屈折率 は、1.4983-1.5078で あ る。屈折率 が1.498-1.500付 近 と1.505-1.508付 近 にそれぞ

れ まとまって認め られ る。1.506付 近 にピークが認め られ るが、広 い範 囲に分散 して認め られる。

今 回認め られ た火 山ガラスは、その形態 と火 山ガラスの屈折率、遺跡の地理的位置 、町田ほか(198

1)お よび町田 ・新井(1992)等 の記載か ら、十和田aテ フラ(To-a;町 田ほか,1981)に 由来する

と考 え られ る。To-aはA.D.915年 に十和 田カルデラよ り噴出 した とされ、給 源か ら南 方の東北地方一

帯 に広 く分布 してい る(町 田 ・新井,1992)。To-aに 含 まれ る火山ガラスの屈折率 は、町田ほか(1

981)で は1.499-1.508、 町田 ・新井(1992)で は1.496-1.504と 記載 されている。

(3)珪 藻分析

結果 を表2・ 図3に 示す。珪藻化石 は全 ての試料で200個 体以上産出 し、産出分類群 数は26属136種 で

あ り、完形殻の産出率 は34～85%で ある。以下 に珪藻化石群 集の特徴 を下位 よ り述べ る。

試料番号8は 、貧塩不定性種(小 量の塩分があって もこれによ く耐 えることがで きる種)・ 好+真 ア

ルカ リ性種が多産 し、流水不定性種(止 水 域に も流水 域に も生育する種)・ 好+真 止水性種がそれぞれ

約40%を 占める。 中で も、好止水性種 のAu!acoseiraitalicaが 約25%産 出する。その他 に、流水不定

性種 ・沼沢湿地付 着性種(安 藤,1990)のEunotiapec亡ina!isvar.minor、 流水不定性種のGomphone

maparvulum、 陸生珪藻A群(伊 藤 ・堀 内,1991)のNaviculacontentaな どが約10%産 出す る。沼沢

湿地付着性種 とは、沼 よりも浅 く水深が1m前 後で、一面 に水生植物が繁茂す るような沼沢や さらに水

深 の浅 い湿地 に生育する種 とされる。陸生珪藻 とは、多少 の湿 り気 のある乾いた環境 に生育す る珪藻で

あ り、 中で も、乾燥 に耐性 のある種がA群 とされ る。

試料番号7は 、全体 の約80%以 上 を陸生珪 藻が占め る。大 きく優 占す る種はないが、Hantzschiaamp

hioxys、Navicu!acon亡eη 亡a、Naviculamutica、Pinnulariaborealisな どの陸生珪 藻A群 に属す

る種が約10～15%産 出す る。

試料番号6は 、貧塩不定性種 ・好+真 止水性種 が多産 し、好+真 酸性種 ・pH不定性種(pH7.0付 近の

中性水域で最 もよ く生育す る種)・ 好+真 アルカ リ性種 が、それぞれ約20～30%を 占める。 また、好+

真流水性種 が約30%を 占める。大 き く優 占す る種 はないが、好流水性種 ・中～下流性河川指標種(安 藤,

1990)のAchnantheslanceolata、 流水不定性種 のAchnanthesminu亡issima、 流水不定性種のGomphon

emaparvu!umが 約10～ ユ5%産 出す る。中～下流性河川指標種 とは、主 に中～下流部、す なわち、河川

沿いに河成段 丘 ・扇状 地 ・自然堤 防 ・後背湿地 といった地形がみ られ る環境 で生育す る種 とされる。

試料番号5は 貧塩不 定性種 ・好+真 アルカ リ性種 ・好+真 流水性種が多産す る。 中で も、好止水性

種 ・好汚濁性種(Asai&Watanabe,1995)のFragilariapinna亡aが 約45%産 出す る。 その他 に、流水
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表2珪 藻分析結果(D
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表2 珪藻分析結果(2)
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不定性種 ・沼沢湿地付着性種 のEunotiapect

ina!isvar.minor、 流水不定性 種 ・好汚濁

性種 のFr∂gilariapinnatavar.!aneθttu!a

な どが約10%産 出する。好汚濁性種 とは、

有機的 に汚濁 した水域で生育する種で ある。

試料番号4は 、全体 の約70%以 上 を陸生珪

藻が 占める。 中で も、陸生珪藻A群 のUalltzs

chiaamphioxysが 約25%産 出す る。そ の他

に、Naviculamutica、Pinnu/ariaboreali

sな どの陸生珪藻A群 に属す る種が約10～15

%産 出す る。

試料番号2は 、貧塩不定性種 ・流水不定性

種が多産 し、pH不 定性種 ・好+真 アルカ リ性

種がそれぞれ約40～50%を 占める。 中で も、

流水不定性種のGomphonemaparvulumが 約30

%産 出す る。その他に、流水不定性種 ・沼沢

湿地付着性種のEunotiapectiflalisvar.mi

llor、 陸 生珪藻A群 のNavicu!amuticaな ど

が約10%産 出す る。

試料番号1は 、貧塩不定性種 ・流水不定性

種が多産 し、pH不 定性種 ・好+真 アルカ リ性

種がそれぞれ約40～50%を 占める。大 きく優

占す る種はな いが、好流水性種 のNavieu/aθ

lginensisvar.negleeta、 流水不定性種の

Cymbellasilesiaca、 流水不定性種 のGomph

onemaparvu!umな どが約10～15%産 出す る。

また、 いずれの試料でも流水性種 ・止水性

種 ・陸生珪藻な ど様々な生態性の種 が低率で

産出す る。

(4)花 粉分析

結果 を表3お よび図4に 示す。花粉 ・胞子

化石 の保存状態はいずれ の試料で も良好で あ

り、産出する種類 ・量 ともに多 く認 め られ る。

以下 に花粉化石群集の特徴 を下位 よ り述べ る。

試料番号6・7で は木本花粉の 占める割合

が高 く、 トウ ヒ属が半数近 くを占める。その

ほかではモ ミ属 ・ツガ属 ・マツ属(ゴ ヨウマ

ツ類)な どが産出す る。草本花粉で はカヤツ

リグサ科 ・イネ科な どが認 め られ る。

表3花 粉分析結果

種 類 G区 北

試料番号 1 2 4 6 7

木本花粉 一

モミ属 1 1 2 43 29

ツガ属 1 4 3 30 23

トウヒ属 　 一 一 110 110

マツ属単維管束亜属 1 6 一 17 18

マツ属複維管束亜属 10 38 4 2 1

マツ属(不 明) 24 69 16 33 39

スギ属 2 5 1 一 一

イチイ科 一イヌガヤ科 一ヒノキ科 2 1 一 1 　

サ ワグル ミ属 7 6 3 一 一

クマシデ属 一アサ ダ属 2 1 一 ← 　

ハ シバ ミ属 一 一 1 1 1

カバ ノキ属 5 3 一 5 17

ハ ンノキ属 33 217 126 1 6

ブナ属 90 39 7 一 一

コナラ属 コナラ亜 属 23 20 15 一 一

コナラ属アカガシ亜属 4 4 一 一 一

ク リ属 一シイ ノキ属 19 10 42 1 一

ニ レ属 一ケヤキ属 11 1⑪ 2 一 一

ヤ ドリギ属
一 3 一 一 一

キハダ属 一 一 2 一 一

ウルシ属 1 一 3 一 一

カエデ属 一 一 1 一 一

トチノキ属 2 2 40 　 一

ツタ属 一 一 1 一 一

シナノキ属 一 1 一 一 一

ウコギ科 4 5 lo 一 1

ツツジ科 一 1 一 一 一

カキ属 1 一 一 一 一

ガマズミ属 一 一 1 一 一

章本花粉
サジオモダカ属 2 一 一 一 一

オモダカ属 7 『 一 一 一

イネ科 280 75 77 7 2

カヤツ リグサ科 51 22 1 10 13

ミズアオイ属 28 一 一 一 一

クワ科 355 2 一 一 一

ギシギシ属 一 一 1 一 一

サナエタデ節 一ウナギツカ ミ節 2 一 一 一 『

タデ属 1 　 　 一 一

ソバ属 1 一 　 一 一

アカザ科 1 一 一 一 一

ナデシコ科 1 一 一 1 1

タケニグサ属 1 一 } 一 一

アブラナ科 1 1 一 一 一

カラマツソウ属 { → 一 1 3

キンポウゲ属 　 一 一 一 1

キンポウゲ科 一 一 一 1 一

ワ レモコウ属 ～ 一 一 一 2

バラ科 3 一 一 一 一

マメ科 1 皿 3 一
}

ツ リフネ ソウ属 } 『 1 一 一

アカバナ科 『 一 1 一 一

セ リ科 3 『 1 1 一

シソ科 } } 3 一 一

オオバ コ属 王
一 一 一 一

ヤエムグラ属 一アカネ属 } 一 一 1 一

ヨモギ属 272 15 19 一 4

キク亜科 8 1⑪ 5 1 1

タンポポ亜科 7 一 1 』 1

不明花粉 15 6 33 6 8

シダ類胞子
ゼ ンマイ属 48 12 　 一 }

ミズニ ラ属 1 一 一 一 一

他のシダ類胞子 259 68 185 7 3
A計
口

木本花粉 243 446 280 244 245

草本花粉 1026 125 113 23 28

不明花粉 15 6 33 6 8

シダ類胞子 308 80 185 7 3

総 計(不 明 を除 く) 1577 651 578 274 276
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試料番号4で は、木本花粉の4割 強がハンノキ属により占められる。そのほかではクリ属一シイノキ

属 ・トチノキ属 ・マツ属などが認められる。また、草本花粉の割合は増加し、イネ科が多産する。

試料番号2で は試料番号4と 同じくハンノキ属が半数近 くを占めているが、マツ属(ニ ヨウマツ

類)・ ブナ属が次いで産出するようになる。草本花粉はイネ科が多産する。

試料番号1で は群集組成は急激に変化し、草本花粉の占める割合が高 くなる。木本花粉の群集はブナ

属が多産し、マツ属 ・ハンノキ属 ・クリ属一シイノキ属などが産出している。草本花粉はイネ科 ・クワ

科 ・ヨモギ属がほぼ同率で産出し、サジオモダカ属 ・オモダカ属 ・ミズアオイ属などの水生植物や、ミ

ズニラ属などの水生シダ類、栽培植物であるソバ属なども認められる。

(5)植 物珪酸体分析

結果を表4お よび図5に 示す。以下に、G区 北と各遺構での産状を述べる。

・G区 北

各試料か ら植物珪酸体が検出されるものの、保存状態は悪い。特に下位の試料番号7・6の 保存状態

は悪 く、タケ亜科などがわずかに認められるに過ぎない。

試料番号4で はクマザサ属を含むタケ亜科の産出が目立ち、ススキ属やイチゴツナギ亜科などがわず

かに認められる。

試料番号2で は検出個数が少なく、タケ亜科やヨシ属などがわずかに認められる。

試料番号1で はタケ亜科の産出が目立ち、ヨシ属やススキ属の割合も高い。また、イネ属の短細胞珪

酸体もわずかに認められる。

・陥し穴

各遺構試料か らは植物珪酸体が検出されるものの、概 して検出個数は少なく、保存状態も悪い。

表4植 物珪酸体分析結果

種 類
試料番号 1 2

G区北

4 6 7
1

SK5

1

イネ科葉部短細胞珪酸体
イネ族イネ属

タケ亜科クマザサ属
タケ亜科
ヨシ属

ウシクサ族ススキ属
イチゴツナギ亜科
不明キビ型

不明ヒゲシバ型
不明ダンチク型

4

96

32

35

2

11

3

1

5

168

4

1

2

1

5

17

一
1

1

SKI78

B区

逆 木

26

17

20

2

1

1

14

11

14

1 5

2

1

1

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属
タケ亜科クマザサ属
タケ亜科
ヨシ属

ウシクサ族
不明

3

一

97

5

9

32

17

11

22

15

149

　

1

一

1

2 17

一

一

2

合 計
イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体
総 計

232

146

378

19

50

69

217

165

382

0
0

1

0
コ

1

2

3 1

26

19

45

組 織 片
イネ属短細胞列 1

1

5

5

3

10

13

SKI79

1

2

58

2

1

1

1

4

3

128

14

69

145

214

181KS

1

SKI82lSK232

A区IA区

41F1下

3

33

2

2

6

1

5

9

1

25

3

6

6

2

39

5

11

5

13

5

2

20

4

01

52

29

18

9

12

21

82

34

116
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SK232で は、 タケ亜科 の産出が 目立つが、 ヨシ属やススキ属 の検 出個数 も多 く、栽培植 物のイネ属 も

認め られる。

SK232以 外 の土坑試料の産状 は同様 であ り、 クマザサ属 を含 む タケ亜科 の産 出が 目立ち、 ヨシ属、 ス

スキ属 、イチゴツナギ亜科 などが わず かに、あ るいは稀 に認 め られる。

なお、逆茂木痕や炭 化物付近、底部 の堆積物が採取 されたSK178・SK182・SK232で は、植物遺体 の存

在 を示唆す る珪化組織 片は全 く認 め られなか った。

(6)樹 種 同定

樹種 同定 を試みたW-1～W-4の4点 は、全 て トウヒ属であ った。主な解剖学的特徴 を以下に記す。

・トウヒ属(Picea)マ ツ科

仮道管の早材部か ら晩材部への移行 は緩やかで、晩材部 の幅は広 い。垂直樹脂道お よび水平樹脂道が

認め られる。放射柔組織 の細胞壁 は厚 く、 じゅず状末端壁が認め られる。放射仮道管の有縁壁孔の フチ

は主 として トウヒ型。分野壁孔 は トウヒ型で、1分 野 に3～6個 。放射組織 は単列 、1～20細 胞高。

4.考 察

(1)谷 の古環境変遷

G区 北で は、3'層 中の木材 か ら約15000BPの 放射性炭素年代値 と、2層 上部 に認め られたTo-aの

降灰年代か らA.D.915の 年代 指標 が得 られた。 この年代 を軸 に して、微化石分析結果か ら谷 地お よび本

遺跡周辺の古環境の変 遷 を検討す る。以下 に、下位 の層準 より述べ る。

〈4層 一15000年 前以前 一〉
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4層 は粗粒な円礫を含む砂礫層である。珪藻化石では止水性種が多産し、流水性種 ・陸生珪藻など様

々な環境で生育する種が稀産する。これ らのことから4層 は、本地点周辺にあった池沼などの止水域の

堆積物や乾燥 した場所の堆積物を巻き込んで、流水によって運搬された堆積物であると考えられる。3
'層の年代値から

、4層 は約15000年 前よりも前に堆積 したと考えられる。

〈3'層 ～3層 一約1.5～L4万 年前〉

珪藻化石では3'層 は陸生珪藻が多産し、流水性種や止水性種などの水生珪藻が稀産する。よって3
'層堆積当時は

、場所によっては止水域や乾燥域が存在し、流水の影響を受ける湿地的な環境であった

と考えられる。3層 は全体的には流水不定性種が多いが、流水性種も比較的多 く産出し、中でも好流水

性種 ・中～下流性河川指標種のAchnantheslallceolataが 約15%産 出することが特徴である。陸生珪藻

は下位の3'層 に比べて産出率が低い。以上のことか ら、3層 堆積当時も湿地的な環境であったが、3
'層堆積時よりも流水による砕屑物の供給が多か

ったと考えられる。

花粉化石の産状をみると、3層 および3層 では木本類の割合が高く、 トウヒ属が多産 しモミ属 ・ツ

ガ属 ・ゴヨウマツ類が産出する類似した組成を示す。3'層 中の木材もトウヒ属であった。これ らの種

類は亜寒帯林を構成する針葉樹である。ほかにカバ ノキ属が産出するが、そのほかの落葉広葉樹がほと

んど認められない。 このことから、3'層 か ら3層 堆積時には、 トウヒ属を中心 とした亜寒帯林が存在

し、非常に寒冷な気候であったと推測される。このような花粉群集組成は、東北地方各地において、約

2.2-2.5万 年前に噴出した姶良Tn火 山灰(AT;町 田 ・新井,1976;1992)降 灰後に共通 してみられ

る(竹 内,1994)。 特に山形市において行われた松岡ほか(1984)の 花粉分析結果では、2～1.4万 年

前に トウヒ属が多産しモミ属 ・ツガ属 ・マッ属の多い組成が認められている。本層位の花粉組成もこれ

に対比される可能性があることから、3'層 および3層 の堆積時期は、木材の放射性炭素年代と合わせ

ると約1.5～1.4万 年前頃と推定される。なお、約1.5万 年から約1万 年前までの晩氷期には、寒冷な時

期 と温暖な時期の繰 り返しがあったことが知 られているが(一 例として海津,1994)、 約1.5万 年前前

後の時期は、比較的寒冷であった最古 ドリアス期に相当する。本地点にみられた花粉化石群集は、この

ような寒冷な気候を反映しているといえよう。

〈2層 下部一約1.4万 年前～約1000年 前>

2層 下部は礫層と砂層の互層である。試料番号5の 砂層部分の堆積物からは、好止水性種 ・好汚濁性

種のFragilariapiflnataの 珪藻化石が多産する。よって2層 下部の堆積時には、砂礫を堆積させるよ

うな氾濫 と、氾濫の後にす ぐには乾燥せず一時的に滞水するような止水的な環境の時期があったと考え

られる。

2層 下部は、3層 の堆積 した晩氷期 と2層 上部の堆積した約1000年 前までの間のある時期に堆積した

と考えられる。土層断面における層相観察により2層 下部と2層 上部とは整合的であることから、2層

下部は2層 上部と比較的近い時期の堆積物であると考えられる。 したがって、2層 下部 と3層 との間に

大きな時間間隙があることが指摘される。この欠落 している時期の中には、縄文時代および弥生時代の

全時期が入る。したがって、今回の分析からは、平坦面上に陥し穴が構築された頃の周辺環境はわから

ない。おそ らく、この時期にも様々な環境のもとで谷内に砕屑物が供給され、堆積層が形成されたこと

が推定されるが、流水などによる堆積層の削剥や流出が繰り返 し起こったことにより、堆積物が保存さ

れなかったのであろう。現時点では、その頃の谷内の具体的な状況は不明であるが、ある種、不安定な

状態が継続した時期であったといえる。

〈2層 上部一約1000年 前頃一〉
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2層 上部はTo-aを 挟むことから、約1000年 前頃に堆積したと考えられる。試料番号4お よび2で

はハンノキ属とイネ科の多産で特徴づけられる類似した組成を示す。2層 上部堆積時には、遺跡周辺に

はブナ属やコナラ亜属、ハンノキ属などからなる落葉広葉樹林が広がっていたと考えられる。谷地にお

ける古環境はTo-aの 上下で次のような違いがみ られる。

To-a下 位の黒色土層(試 料番号4)で はクリ属一シイノキ属 ・トチノキ属が比較的多く産出する

が、これ らはハンノキ属とともに局地的な要素を反映しやすい種類である。草本類ではイネ科が多産し

ている。これ らのことから、当時の遺跡に近い低地では、ハ ンノキ属を中心として、クリ属一シイノキ

属 ・トチノキ属 ・イネ科などを伴う植生がみられたと考えられる。珪藻化石は陸生珪藻が多産し、流水

性種や止水性種などの水生珪藻が稀産することから、流れ込みを受ける湿地的環境であったと考えられ

る。

一方、To-a上 位の灰褐色土層(試 料番号2)で はクリ属一シイノキ属 ・トチノキ属の割合は減少

し、ニヨウマツ類 ・ブナ属の割合が増加する。珪藻化石では流水性種 ・止水性種 ・陸生珪藻など様々な

生態性の種が低率で産出し、試料番号4と は群集組成に変化が認められる。 これ らのことから、To-

aの 降灰を境とする花粉化石群集組成の変化の要因は、植生変化よりもむしろ本地点における水域環境

の変化を強く反映しているものと考えられる。つまり、To-a下 位の黒色土層の花粉化石群集は局地

的な要素を主に反映していたが、To-a降 灰後に流れ込みの影響を強く受けるようになり、To-a上

位の灰褐色土層ではよ り広域の植生を反映する花粉組成となったものと推察される。

また植物珪酸体の産状から、この時期には本遺跡周囲にはクマザサ属を含むタケ亜科、ヨシ属、スス

キ属、イチゴツナギ亜科などのイネ科植物が生育していたと考えられる。なお、試料番号4で はタケ亜

科の産出が目立ったが、タケ亜科の植物珪酸体は他のイネ科 と比較 して風化に強く、また生産量の多い

点がこれまでの研究から指摘されており(近 藤,1982:杉 山 ・藤原,1986)、 他の種類よりも残留しや

すいことが知 られている。そのため、今回の産状もタケ亜科の残留しやすさを反映したものと思われる。

〈1層 一約1000年 前以降一>

1層 の試料番号1の 花粉化石は草本類の割合が高く、ブナ属 ・イネ科 ・クワ科 ・ヨモギ属の多産で特

徴づけられる。クワ科 ・ヨモギ属は、荒れ地や乾燥地に生育できる種類を含む分類群である。また、木

本類では、ハンノキ属の割合が減少し、代わ りにブナ属の割合が増加している。ブナ属とともにマツ

属 ・コナラ亜属などの広域的要素を示す種類も増加 している。これ らのことから低地では、2層 堆積時

まで周辺に繁茂していたハンノキ属を中心とした植生が、イネ科 ・クワ科 ・ヨモギ属を中心とした草本

類が生育するような開けた環境になったと考えられる。おそらく人類が植生干渉して森林を切 り開いた

ことの影響によるものと考えられる。

また、イネ科とともに、サジオモダカ属 ・オモダカ属 ・ミズアオイ属などの、水田雑草とな りうる水

生植物も検出されており、栽培植物であるソバ属 も検出されている。植物珪酸体ではイネ属が検出され

ている。このことから、本地点の周辺における稲作の存在が示唆される。

珪藻化石は、流水性種 ・止水性種 ・陸生珪藻など様々な生態性の種が低率で産出し、群集組成の特徴

は2層 上部に類似する。よって2層 上部と同様に、堆積当時は流れ込みを受ける湿地的環境であったと

考えられる。

(2)台 地上の土坑覆土の特性

黒色の堆積物が認められたSK5・SK179・SKI81で は、いずれも植物珪酸体の検出個数が少なく、保存

状態も悪かった。そのため、当時の詳細な植生に関する検討が困難であるものの、少なくとも周囲にク
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マザサ属を含むタケ亜科をはじめとして、ヨシ属、ススキ属、イチゴツナギ亜科などのイネ科植物が生

育していたことがうかがえる。

また、逆茂木痕の認められたSK178、 炭化物の認め られたSK182、 底部の堆積物を分析 したSK232の 各

土坑では、いずれも珪化組織片が認められなかった。したがって、これらの土坑底部にイネ科植物の利

用痕跡を見いだすことはできない。逆茂木の痕跡を伴う土坑は、神奈川県の霧ヶ丘遺跡や東京都の多摩

ニュータウン遺跡などで認められ(清 水,1985な ど)、 多摩ニュータウン遺跡No.243・344遺跡では縄文

時代の土坑よ りイネ科植物であるタケ製の棒が出土している(石 井 ・田中,1991)。 本地点でも周辺に

タケ亜科の生育がうかがえることから、タケを利用できる環境にあったといえる。今後の分析調査によ

り、その可能性も検証できると考えられる。

なお、SK232で は他の土坑と同様にタケ亜科の産出が目立ったものの、ヨシ属やススキ属の検出個数

も多 く、栽培植物のイネ属も認められた。この点は、後代の農耕の影響によって上位の土壌から植物珪

酸体や土壌が落ち込んだことを反映したものと考え られる。

(3)ま とめ

今回の分析結果から、谷内には約1.5～1.4万 年前頃以前の堆積層(3層 以下〉と約1000年 前頃以降の

堆積層(2層 以上)が 認められ、その間の堆積物は欠落していることがわかった。3層 以下の堆積層の

分布、その層厚や堆積状況などから、おそ らく約1.5～1.4万 年前頃にはこの谷地形は形成しており、本

遺跡の段丘面も離水していたことが考えられる。本遺跡における縄文時代の古環境はよくわからなかっ

たが、それ以前の堆積物から約1.5～1.4万 年前頃の古環境および約1000年 前頃以降の古環境が推定でき

たことは大きな成果である。今後は本遺跡の立地をさらに検討するために、段丘堆積物の対比、周辺の

地形などか ら段丘面の形成時期について検討していきたいと考える。
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図版1テ フラ ・木材



図版2 珪藻化石

1,Aulaeosθiraitalica(Ehr,)Simonsen(G区 北;8)

2.FragilariaρinnataEhrenberg(G区 北;1>

3.Azmphoraaff7nisKuetzing(G区 北;1)

4.CymbellasilθsiacaBleisch(G区 北;1)

5.CymbellasinuataGregory(G区 北;8)

6,Gomphonemaa、 ρarvulumKuetzing(G区 北;6)

7.Hantzschiaamphioxys(Ehr.)Grunow(G区 北;4)

8.-Navicuiacontentafo.bicθps(Arnott)Hustedt(G区 北;7)

9.Naviculael.ainensisvar.neglθota(Krass.)Patrick(G区 北;1)

10.Navieu/agallieavar.perpusi〃a(Grun.)Lange-Bertalot(G区 北;7)

11.Naviealamutie∂Kuetzing(G区 北;7)

12.Naviculanatchi'kaθJ.B.Petersen(G区 北;8)

13.Nitzschiaterrθstris(Pet.)Hustedt(G区 北;7)

14.Pinnula」 ゴ ヨhorθa7isEhrenberg(G区 北;4)

15.Pinnularia/agerstedtii(Cleve)Cleve-Euler(G区 北;7)

16.PinnularianodosaEhrenberg(G区 北;6)

17.Rhoρalodiagibheruia(Ehr.)0.Muller(G区 北;4)

18.Eunotiabi7unaris(Ehr.)Mi11s(G区 北;6)

19.ffunotiapectinalisvar,minor(Kuetz.)Rabenhorst(G区 北;6)

20.Aehnanthes2ancθoiata(Breb.)Grunow(G区 北;6>

21,AchpantheslutheriHustedt(G区 北;6)



図版3花 粉化石

1,モ ミ属(G区 北;5)

3.マ ツ 属(G区 北;5)

5.ゼ ンマ イ 属(G区 北;1)

7.ハ ン ノ キ 属(G区 北;4)

9.イ ネ 科(G区 北;4)

11.ク ワ科(G区 北;1)

2.ツ ガ 属(G区 北;5)

4.ト ウ ヒ属(G区 北;5)

6.ブ ナ 属(G区 北;1)

8.ト チ ノ キ 属(G区 北;4)

10.ク リ属(G区 北;4)

12.ヨ モ ギ 属(G区 北;1)



図版4植 物珪酸体

1,イ ネ属短細胞珪酸体(G区 北;1)

3.ヨ シ属短細胞珪酸体(G区 北;1)

5.イ チ ゴツナギ亜科短細胞珪酸体(SK232;A区F1下)

7.タ ケ亜科機 動細胞珪酸体(G区 北;4)

9.植 物珪酸体分析 プ レパ ラー ト内の状況(SK181;1)

2.タ ケ亜科短細胞珪酸体(G区 北;4)

4.ス スキ属短細胞珪酸体(G区 北;1)

6。イネ属機動細胞珪酸体(G区 北;1)

8.ヨ シ属機動細胞珪酸体(G区 北;2)

正0.植 物珪酸体分析プ レパ ラー ト内の状況(SK5;1)
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